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近
代
仏
教
会
館
の
設
立
と
展
開�

　
　

中

西

直

樹

は
じ
め
に

　
近
代
に
入
る
と
、
寺
檀
関
係
を
前
提
と
し
て
き
た
伝
統
的
な
布
教
活
動
に
も
変
化
が
生
じ
は
じ
め
た
。
と
り
わ
け
都
市
部
で
は
、
累
代

の
門
信
徒
以
外
の
都
市
労
働
者
・
住
民
を
対
象
と
す
る
「
特
殊
布
教⑴
」
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
た
布
教

施
設
と
し
て
「
仏
教
会
館
」
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
仏
教
会
館
に
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、
従
来
の
寺
院
建
築
と
は
一
線
を
画
し
、
畳
敷
き
で
は
な
く
椅
子
席
を
基
本
と
し
、
各
種
会
合
・

行
事
に
も
対
応
可
能
な
構
造
を
備
え
、
外
観
が
洋
館
風
の
場
合
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
設
立
状
況
と
そ
こ
で
の
布
教
実
態
に
関
し

て
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
。

　
本
稿
で
は
、
代
表
的
な
仏
教
会
館
の
設
立
経
緯
や
、
そ
こ
で
の
布
教
実
態
の
検
証
を
通
じ
て
、
近
代
に
お
け
る
仏
教
布
教
の
変
化
に
及

ぼ
し
た
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
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）

六
三

１
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
の
先
駆
的
事
例

　
ま
ず
は
、
明
治
二
〇
年
代
ま
で
に
、
東
京
や
名
古
屋
で
建
設
さ
れ
た
会
館
（
会
堂
）
の
設
置
状
況
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
勢
拡
大
と
教

会
堂
建
設
に
対
抗
し
て
お
こ
っ
た
仏
教
系
世
論
の
仏
教
会
堂
必
要
論
か
ら
見
て
み
よ
う
。
な
お
、
明
治
期
ま
で
は
「
会
堂
」
を
名
称
に
付

す
場
合
が
多
く
、
そ
の
後
、
次
第
に
「
会
館
」
の
用
例
が
多
く
な
り
、
大
正
期
に
は
「
会
館
」
名
を
付
す
こ
と
が
一
般
化
し
た
。

白
蓮
会
堂

　
都
市
布
教
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
施
設
の
早
い
事
例
と
し
て
、
島
地
黙
雷
（
一
八
三
八
─
一
九
一
一
）
に
よ
り
、
一
八
八
三

（
明
治
一
六
）
年
三
月
、
東
京
市
麹
町
区
（
現
東
京
都
千
代
田
区
）
に
建
設
さ
れ
た
「
白
蓮
会
堂
」
が
あ
る
。
白
蓮
会
堂
は
、
七
五
年
に

結
成
さ
れ
た
白
蓮
会
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
会
員
の
寄
付
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
間
口
五
間
（
約
九
・
一
メ
ー
ト
ル
）・
奥
行
六
間
（
約
一

〇
・
八
メ
ー
ト
ル
）、
約
三
〇
坪
の
平
屋
建
で
あ
っ
た⑵
。
会
堂
で
は
毎
週
土
曜
日
に
島
地
の
原
人
論
・
徒
然
草
、
多
田
賢
住
の
四
教
儀
諦

観
録
な
ど
の
講
義
が
開
か
れ
た
。
ま
た
毎
月
三
の
日
に
説
教
会
が
開
催
さ
れ
、
新
年
会
や
報
恩
講
、
関
係
者
の
追
悼
会
な
ど
も
執
行
さ
れ

た⑶
。
ま
た
、
九
二
年
に
会
堂
で
行
わ
れ
た
藤
井
宣
正
と
井
上
瑞
江
の
結
婚
式
は
、
最
初
の
近
代
的
仏
前
結
婚
式
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る⑷
。
八

八
年
に
女
子
文
芸
講
習
会
が
は
じ
ま
り
、
和
洋
裁
・
編
物
・
挿
花
・
点
茶
・
和
歌
・
英
語
・
算
術
等
が
教
授
さ
れ
た
。
後
に
こ
の
講
習
会

は
、
千
代
田
高
等
女
学
校
（
現
千
代
田
国
際
中
学
校
・
武
蔵
野
大
学
附
属
千
代
田
高
等
学
院
）
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た⑸
。

浄
心
館

　
一
八
九
〇
年
九
月
に
は
、
同
じ
く
麹
町
区
に
桑
田
衡
平
（
一
八
三
六
─
一
九
〇
五
）
に
よ
り
、「
浄
心
館
」
が
建
設
さ
れ
た⑹
。

桑
田
は
、
英
米
の
医
学
書
を
数
多
く
翻
訳
し
、
蘭
学
塾
を
開
い
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、
内
務
省
衛
生
局
在
職
中
は
全
国
医
術
開
業
試

験
の
問
題
を
立
案
す
る
な
ど
、
日
本
医
学
界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
当
時
の
西
洋
医
師
に
仏
教
に
強
い
関
心
を
示
す

者
は
多
く
、
桑
田
は
そ
の
代
表
的
人
物
で
あ
っ
た⑺
。
浄
心
館
は
桑
田
が
私
財
を
投
じ
て
新
築
し
た
も
の
で
、
毎
土
曜
日
に
講
師
を
招
聘
し

て
仏
教
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
堂
の
構
造
は
、
間
口
十
間
（
約
一
八
・
二
メ
ー
ト
ル
）・
奥
行
六
間
（
約
一
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
）
で

正
面
に
講
壇
を
設
け
、
講
壇
よ
り
遠
い
三
方
の
聴
講
席
は
少
し
高
く
設
定
さ
れ
、
聴
衆
一
同
が
講
壇
を
見
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
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た
。
九
月
七
日
の
開
館
式
に
は
、
辻
新
次
文
部
次
官
、
佐
々
木
東
洋
・
河
瀬
秀
治
ら
有
力
居
士
・
女
性
ら
三
百
名
ほ
ど
が
参
集
し
た
と
い

う⑻
。

信
道
会
館

　
一
八
九
一
年
九
月
に
は
、
大
谷
派
の
南
条
文
雄
の
指
導
の
も
と
、
初
代
近
藤
友
右
衛
門
（
実
業
家
）
に
よ
っ
て
名
古
屋
市
に

「
信
道
会
館
」
が
新
築
・
開
館
し
た
。
当
初
は
「
信
友
説
教
場
」
と
称
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
七
間
（
約
一
二
・
六
メ
ー
ト
ル
）
四
方

の
平
屋
建
対
面
所
風
の
建
物
で
、
翌
年
一
月
に
教
場
内
に
親
友
会
と
い
う
組
織
が
結
成
さ
れ
、
同
会
の
主
催
に
よ
り
南
条
文
雄
・
吉
谷
覚

寿
・
小
栗
栖
香
頂
・
江
村
秀
山
・
村
上
専
精
ら
大
谷
派
の
碩
学
の
説
教
会
が
連
夜
の
よ
う
に
開
か
れ
た
。
一
九
一
五
（
大
正
一
四
年
）
九

月
に
信
道
会
館
と
改
称
し
、
日
曜
講
演
・
婦
人
講
座
・
座
談
会
等
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た⑼
。

　
当
時
、
強
い
護
法
意
識
を
抱
く
僧
俗
に
よ
り
、
各
地
で
多
く
の
説
教
所
が
設
置
さ
れ
た⑽
。
そ
の
な
か
に
は
、
会
堂
や
会
館
を
称
す
る
場

合
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
中
小
規
模
の
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
施
設
に
比
べ
る
と
見
劣
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

仏
教
会
堂
必
要
論

　
一
八
九
一
年
二
月
、
神
田
駿
河
台
に
正
教
会
の
東
京
復
活
大
聖
堂
（
通
称
「
ニ
コ
ラ
イ
堂
」）
が
竣
工
し
た
。
そ
の

威
容
に
仏
教
者
は
衝
撃
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る⑾
。
翌
年
一
月
発
行
の
『
伝
道
会
雑
誌
』
は
、
前
年
ま
で
に
同
志
社
出
身
の
横
井
時
雄
に
よ

り
本
郷
東
竹
町
会
堂
が
、
カ
ナ
ダ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
派
遣
の
イ
ビ
ー
ら
に
よ
り
東
京
本
郷
に
中
央
会
堂
（
現
日
本
基
督
教
団
本
郷
中
央

教
会
）
が
建
設
さ
れ
、
布
教
活
動
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
仏
教
側
も
本
格
的
な
教
会
堂
を
建
設
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て

い
る⑿
。

　
一
八
九
六
年
四
月
『
明
教
新
誌
』
掲
載
の
論
説
「
仏
教
会
堂
設
立
の
必
要
」
で
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

全
国
四
千
万
の
人
心
を
支
配
し
、
所
在
十
万
の
僧
侶
を
有
せ
る
我
が
仏
教
は
未
だ
帝
都
た
る
東
京
に
於
て
一
の
布
教
会
堂
を
有
せ
ざ

る
な
り
、
数
百
の
東
都
寺
院
悉
く
布
教
会
堂
に
充
る
を
得
べ
し
と
雖
、
地
、
偏
せ
ず
ん
ば
、
所
、
狭
く
、
未
た
以
て
斯
の
仏
教
を
顕

揚
し
斯
の
民
心
を
教
化
す
る
に
於
て
慊
焉
た
る
も
の
な
く
ば
あ
ら
ず⒀
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六
五

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
同
年
に
は
東
京
の
各
宗
派
の
在
家
信
者
有
志
八
〇
余
名
が
趣
意
書
を
発
表
し
、「
大
日
本
護
法
館
」
と
い

う
会
堂
の
建
設
を
目
指
し
て
い
た
。
そ
の
趣
意
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

方
今
条
約
歩
を
進
み
、
治
外
法
権
を
恢
復
し
、
内
地
雑
居
を
視
る
、
そ
れ
必
ず
応
に
近
き
に
在
る
べ
し
、
こ
れ
に
先
つ
て
、
外
に
し

て
は
、
教
者
堂
々
旗
を
樹
て
鼓
を
鳴
ら
し
て
、
以
て
我
邦
に
侵
入
し
、
将
に
以
て
我
が
宗
教
の
版
図
を
蝅
食
せ
ん
と
す
、
故
に
こ
れ

が
防
虞
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
又
内
に
し
て
は
、
北
海
道
台
湾
及
び
朝
鮮
等
に
、
布
教
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
実
に
内
外
多
事
の
秋
な
り
、

此
際
仏
法
者
、
徒
に
道
俗
界
の
分
に
拘
泥
し
て
、
袖
手
傍
観
し
て
可
な
ら
ん
や⒁

　
前
述
の
論
説
「
仏
教
会
堂
設
立
の
必
要
」
も
、
こ
の
大
日
本
護
法
館
の
建
設
計
画
に
も
ふ
れ
て
期
待
を
表
明
し
て
い
る
が
、
内
地
雑
居

へ
の
仏
教
者
側
の
危
機
意
識
は
一
時
的
な
も
の
に
終
わ
り
、
建
設
は
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二
、
青
年
仏
教
者
に
よ
る
会
館
建
設
計
画

　
明
治
二
〇
年
代
ま
で
の
会
館
（
会
堂
）
の
設
立
に
宗
派
の
積
極
的
関
与
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
島
地
黙
雷
の
よ
う
な

例
外
を
除
く
と
、
こ
の
時
期
に
建
設
を
企
図
し
た
の
は
在
家
信
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
旧
来
の
寺
院
生
活
に
慣
れ
親
し
ん
だ
僧
侶
の
側
に
、

会
堂
必
要
性
へ
の
認
識
は
い
ま
だ
希
薄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
新
た
に
青
年
仏
教
者
を
中
心
と
し

て
会
館
（
会
堂
）
の
建
設
計
画
が
浮
上
し
た
。

大
日
本
仏
教
青
年
会
の
建
設
計
画

　
明
治
二
〇
年
代
初
頭
の
東
京
で
は
、
第
一
高
等
中
学
校
・
帝
国
大
学
（
現
東
京
大
学
）
の
徳
風
会
、

東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
の
教
友
会
、
慶
應
義
塾
（
現
慶
應
義
塾
大
学
）
の
三
田
仏
教
会
な
ど
、
仏
教
青
年
会
が
次
々
と
設
立

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
仏
教
青
年
会
は
、
連
合
組
織
を
結
成
し
て
会
堂
の
建
設
を
表
明
し
た
。
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東
京
の
諸
学
校
の
仏
教
青
年
会
の
連
合
組
織
は
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
一
月
に
親
睦
会
を
開
催
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
そ
の

後
、
同
年
四
月
八
日
に
釈
尊
降
誕
会
を
執
行
し
、
七
月
二
〇
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
夏
期
講
習
会
を
開
催
し
た
。
そ
の
活
動
は
、
宗
派
ご

と
分
断
さ
れ
、
寺
檀
制
度
を
前
提
と
し
て
き
た
近
世
仏
教
以
来
の
旧
習
と
の
決
別
を
告
げ
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
仏
教
改
革
の
旗
手

と
し
て
、
仏
教
界
で
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た⒂
。

　
一
八
九
四
年
四
月
に
仏
教
青
年
会
の
連
合
組
織
は
、
日
本
仏
教
青
年
会
を
結
成
し
た
。
そ
の
規
則
で
は
、
東
京
に
本
部
を
、
各
地
に
支

部
を
置
く
こ
と
を
定
め
、
毎
年
の
釈
尊
降
誕
会
・
夏
期
講
習
会
の
開
催
に
加
え
て
、
説
教
・
講
義
・
演
説
会
の
開
催
、
出
版
物
の
発
行
を

活
動
事
項
と
し
て
掲
げ
た⒃
。
翌
九
五
年
、
大
日
本
仏
教
青
年
会
と
改
称
さ
れ
、
九
八
年
一
二
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
秋
季
大
会
で
は
、

定
例
の
釈
尊
降
誕
会
、
夏
期
講
習
会
の
開
催
の
件
に
加
え
て
、
会
堂
建
設
の
推
進
に
つ
い
て
も
協
議
し
、
会
堂
建
設
に
向
け
て
委
員
を
選

定
し
て
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た⒄
。
背
景
に
は
、
九
四
年
五
月
に
開
館
し
た
神
田
の
東
京
基
督
教
青
年
会
館
に
対
抗
す
る
意
図
も

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
後
も
会
堂
建
築
問
題
は
、
一
九
〇
一
年
開
催
の
春
季
・
秋
季
大
会
頃
ま
で
議
論
さ
れ
た
が⒅
。
仏
教
公
認
教
運
動
・
宗
教
法
案
へ
の

対
応
を
め
ぐ
っ
て
大
日
本
仏
教
青
年
会
内
部
に
対
立
を
生
じ⒆
、
同
会
の
幹
事
で
あ
っ
た
近
角
常
観
が
求
道
会
館
の
建
設
計
画
を
発
表
す
る

と
頓
挫
し
て
い
っ
た⒇
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
大
日
本
仏
教
青
年
会
に
会
堂
の
建
設
を
求
め
る
意
見
は
根
強
く
あ
り㉑
、
一
九
一
四
（
大
正

三
）
年
二
月
に
仏
青
会
館
準
備
相
談
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る㉒
。

新
仏
教
同
志
会
の
建
設
計
画

　
大
日
本
仏
教
青
年
会
の
活
動
が
急
速
に
停
滞
し
て
い
っ
た
の
に
代
わ
っ
て
、
新
仏
教
運
動
の
担
い
手
と

な
っ
た
の
が
、
境
野
黄
洋
、
田
中
治
六
、
安
藤
弘
、
高
嶋
米
峰
ら
に
よ
っ
て
、
一
八
九
三
年
三
月
に
結
成
さ
れ
た
仏
教
清
徒
同
志
会
（
一

九
〇
三
年
新
仏
教
同
志
会
に
改
称
）
で
あ
っ
た
。
仏
教
清
徒
同
志
会
は
、
宗
派
仏
教
へ
の
批
判
的
立
場
を
示
す
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教

の
一
派
で
あ
り
な
が
ら
、
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
す
る
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
当
初
、
仏
教
清
徒
同
志
会
の

講
演
会
な
ど
活
動
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
活
動
拠
点
で
あ
る
惟
一
館
を
借
用
し
て
行
わ
れ
た㉓
。
そ
の
後
、
一
九
〇
三
年
に
機
関
誌
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『
新
仏
教
』
の
創
刊
六
周
年
を
記
念
し
て
、
会
堂
建
設
計
画
を
発
表
し
、
寄
付
金
募
集
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た㉔
。

　
高
島
米
峰
は
、
と
も
す
れ
ば
杜
撰
に
な
り
が
ち
な
宗
教
家
の
寄
付
金
集
め
に
不
快
感
を
覚
え
て
お
り
、
寄
付
金
募
集
に
躊
躇
し
て
い
た

よ
う
だ
が
、
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

会
堂
の
必
要
、
こ
れ
は
も
う
、
今
更
ら
し
く
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
、
正
直
に
白
状
し
ま
す
れ
ば
、
吾
が
新
仏
教
同
志
会
が
産
声

を
あ
げ
た
時
か
ら
、
今
日
ま
で
、
た
ゞ
一
日
で
も
、「
会
堂
が
欲
し
い
」
の
念
の
な
く
な
つ
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
有
難

い
こ
と
に
は
、
今
ま
で
は
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
好
意
で
以
て
、
定
期
の
公
開
演
説
会
に
、
ま
ど
つ
く
こ
と
も
な
か
つ
た
の
で
あ

り
ま
す
が
、
好
意
だ
か
ら
つ
て
、
そ
う
〳
〵
い
つ
ま
で
も
、
厄
介
に
な
つ
て
居
る
の
は
、
あ
ま
り
に
虫
が
よ
過
ぎ
る
と
も
思
ひ
ま
す

る
し
、
ど
う
せ
一
度
は
、
会
堂
ら
し
い
も
の
を
建
て
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
だ
か
ら
、
兎
も
角
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
そ
の
事
を
発

表
し
や
う
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
ふ
の
が
原
案
で
遂
に
評
議
員
会
の
決
議
を
見
る
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま
す㉕

　
機
関
誌
『
新
仏
教
』
に
発
表
さ
れ
た
計
画
に
よ
れ
ば
、
外
観
は
イ
ン
ド
風
二
階
建
で
、
建
坪
六
三
坪
（
二
階
五
四
坪
）、
四
八
一
人
収

容
（
一
階
三
二
六
人
・
二
階
一
五
五
人
）
の
計
画
で
あ
り
、
工
費
約
一
万
円
を
見
込
ん
で
い
た㉖
。
し
か
し
、
寄
付
金
募
集
は
不
調
に
終
わ

り
建
築
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る㉗
。

仏
教
青
年
伝
道
会
会
堂

　
宗
派
仏
教
と
の
直
接
的
関
係
を
有
さ
な
い
大
日
本
仏
教
青
年
会
や
新
仏
教
徒
同
志
会
が
、
会
堂
建
設
を
実
現
で

き
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
一
九
一
一
年
六
月
に
会
堂
建
設
を
実
現
し
た
の
が
、
一
九
〇
二
年
一
二
月
に
各
宗
派
の
次
世
代
を
担
う
青
年
僧

侶
有
志
に
よ
っ
て
、
東
京
浅
草
に
結
成
さ
れ
た
仏
教
青
年
伝
道
会
で
あ
っ
た
。
同
年
一
二
月
六
日
に
浅
草
伝
法
院
で
開
催
さ
れ
た
仏
教
青

年
伝
道
会
の
発
起
人
会
に
は
、
天
台
宗
の
遠
賀
亮
中
・
大
森
亮
順
・
中
鉢
（
壬
生
）
雄
舜
、
真
言
宗
智
山
派
の
櫻
井
栄
山
、
浄
土
宗
の
窪

川
旭
丈
・
大
島
真
厚
・
清
水
信
順
、
曹
洞
宗
の
来
馬
琢
道
、
真
宗
本
願
寺
派
の
柘
植
信
秀
、
真
宗
大
谷
派
の
白
山
謙
致
・
本
多
文
雄
・
安
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図１　新仏教徒同志会会堂設計図（『新仏教』７巻４号、1906年４月）



近
代
仏
教
会
館
の
設
立
と
展
開（
中
西
）

六
九

藤
嶺
丸
、
日
蓮
宗
の
中
川
観
秀
ら
が
参
集
し
た㉘
。

　
翌
〇
三
年
一
月
二
五
日
に
第
二
回
発
起
人
会
を
開
き
、
安
藤
嶺
丸
・
壬
生
雄
舜
・
窪
川
旭
丈
の
三
名
を
常
務
幹
事
に
選
出
し
た
。
安
藤

嶺
丸
は
、
東
京
浅
草
の
真
宗
大
谷
派
蓮
窓
寺
の
住
職
で
あ
り
、
会
の
実
務
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。
壬
生
雄
舜
は
東
京
浅
草
の
天
台

宗
泉
蔵
院
の
住
職
、
の
ち
に
天
台
宗
総
会
議
員
・
教
学
部
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
。
窪
川
旭
丈
は
、
東
京
浅
草
の
浄
土
宗
龍
宝
寺
の

住
職
で
、
〇
七
年
に
宗
会
議
員
に
選
ば
れ
、
そ
の
後
、
教
務
部
長
・
庶
務
部
長
な
ど
の
宗
務
要
職
を
歴
任
し
た
。
〇
七
年
に
会
の
規
則
を

改
正
し
、
五
十
嵐
光
龍
（
真
言
宗
）
と
来
馬
琢
道
（
曹
洞
宗
）
を
常
務
幹
事
に
加
え
た㉙
。

　
東
京
浅
草
に
は
各
宗
派
の
寺
院
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
住
職
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
会
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
三

年
四
月
一
日
、
浅
草
公
園
内
に
一
五
坪
の
天
幕
（
テ
ン
ト
）
を
張
り
、
八
〇
日
間
に
わ
た
り
第
一
回
天
幕
伝
道
を
実
施
し
、
以
後
、
天
幕

伝
道
を
主
要
な
事
業
と
し
た
。
天
幕
伝
道
の
実
施
意
図
を
会
の
機
関
誌
『
青
年
伝
道
』
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

多
く
の
人
は
言
ふ
、
伝
道
せ
ん
と
な
ら
ば
、
巍
然
た
る
殿
堂
の
あ
る
あ
り
、
何
を
苦
み
て
か
寺
院
の
外
に
天
幕
を
用
ひ
ん
、
法
を
屋

外
に
説
く
が
如
き
は
仏
法
を
軽
ん
ず
る
の
甚
し
き
も
の
な
り
と
、
さ
ら
ば
、
其
寺
院
に
仏
法
宣
伝
の
設
け
あ
り
や
と
問
は
ん
に
、
悲

し
い
か
な
、
徳
川
幕
府
の
時
代
よ
り
馴
ら
さ
れ
た
る
我
国
民
は
、
寺
院
を
説
法
の
道
場
と
し
て
認
め
ん
よ
り
は
、
葬
祭
の
道
場
と
し

て
知
れ
る
方
遙
に
多
く
、
血
の
燃
ゆ
る
少
年
少
女
は
却
つ
て
、
寺
院
に
近
く
を
厭
ふ
状
と
な
り
、
寺
に
詣
で
ゝ
法
を
問
は
ん
と
す
る

者
は
、
一
二
の
宗
派
を
除
く
外
、
全
く
無
し
と
も
云
ふ
べ
か
り
し
な
り㉚

　
天
幕
伝
道
は
、
寺
院
が
葬
祭
の
場
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
嘆
き
、
葬
式
や
年
忌
忌
法
要
で
「
家
の
宗
派
」
と
し
て
集
ま
る
信
徒
と
は
別

に
、
新
た
な
信
者
の
獲
得
を
目
指
し
て
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年
九
月
一
日
に
は
、
仏
教
青
年
伝
道
会
の
機
関
月
刊
誌
『
青

年
伝
道
』
が
創
刊
さ
れ
た
。
当
初
『
青
年
伝
道
』
掲
載
の
「
本
会
綱
領
」
に
は
、「
一
、
主
義

　
仏
教
の
根
本
義
に
依
り
敢
て
一
宗
一
派
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に
偏
せ
ず
」「
一
、
目
的

　
健
全
な
る
信
仰
を
鼓
吹
し
其
宣
伝
を
謀
る
」「
一
、
事
業

　
天
幕
伝
道
、
唱
歌
伝
道
、
避
暑
地
伝
道
、
文
書
伝

道
、
屋
内
伝
道
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
た㉛
。
一
九
〇
五
年
四
月
三
日
に
は
第
一
回
釈
迦
降
誕
会
を
挙
行
し
、
以
後
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
、

翌
年
に
は
事
業
内
容
に
「
仏
誕
会
を
国
民
的
祭
典
た
ら
し
む
る
こ
と
」
が
追
記
さ
れ
、
釈
迦
降
誕
会
（
花
ま
つ
り
）
の
全
国
的
普
及
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た㉜
。

　
さ
ら
に
一
九
〇
七
年
一
月
に
会
則
を
改
正
し
て
、「
将
来
枢
要
の
各
地
に
会
堂
を
建
設
す
る
こ
と
」「
本
会
の
目
的
に
副
へ
る
諸
種
の
社

会
問
題
を
研
究
し
之
が
実
行
を
努
む
る
こ
と
」
を
事
業
項
目
に
加
え
た㉝
。
同
年
四
月
六
日
よ
り
一
週
間
、
仏
教
青
年
伝
道
会
の
首
唱
に
よ

り
、
浅
草
本
願
寺
で
「
大
日
本
仏
教
徒
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
宗
派
当
局
の
直
接
的
な
協
賛
を
得
た
大
会
で
は
な
か
っ
た
が
、
全
国
の

仏
教
関
係
者
に
六
千
通
の
案
内
状
を
送
付
し
、
来
会
者
は
約
三
千
八
百
名
に
及
ん
だ㉞
。
大
会
に
開
催
に
併
せ
て
、
仏
教
青
年
伝
道
会
は
、

会
堂
建
設
計
画
を
発
表
し
た
。
そ
の
建
設
趣
意
書
に
は
、
そ
の
目
的
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

会
堂
は
、
社
会
の
凡
て
の
階
級
の
人
々
を
迎
へ
入
る
に
便
利
の
た
め
、
下
駄
で
も
草
鞋
で
も
跣
足
で
も
自
由
自
在
に
出
入
の
出
来
る

や
う
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
の
叩
き
に
土
間
を
拵
へ
ま
し
て
私
共
が
永
年
の
希
望
で
あ
り
ま
し
た
理
想
の
会
堂
を
建
築
し
た
い
と
思

ふ
の
で
御
座
い
ま
す㉟

　
従
来
の
寺
院
建
築
の
閉
鎖
的
な
雰
囲
気
を
一
新
し
て
、
よ
り
開
か
れ
た
布
教
の
場
と
し
た
い
と
い
う
意
図
が
う
か
が
え
る
。
用
途
と
し

て
は
、
布
教
以
外
に
も
学
術
の
講
演
・
衛
生
の
演
説
・
教
育
の
幻
燈
・
音
楽
の
演
奏
な
ど
に
使
用
し
て
一
般
市
民
の
公
益
に
も
供
し
、
図

書
閲
覧
室
を
設
置
し
て
仏
教
研
究
に
資
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
記
し
て
い
る
。
同
年
七
月
、
東
京
市
会
が
建
築
予
定
の
浅
草
公
園
内
の
土

地
を
永
代
無
料
で
使
用
す
る
こ
と
を
議
決
し
、
建
築
資
金
の
募
集
活
動
に
着
手
し
た
。
建
築
事
務
所
の
主
任
理
事
に
は
安
藤
嶺
丸
が
就
任

し
、
発
願
人
総
代
に
浅
草
寺
主
の
修
多
羅
亮
延
・
東
久
世
通
禧
・
柳
原
義
光
・
大
内
青
巒
・
前
田
正
名
が
、
協
賛
者
に
成
田
山
主
石
川
照
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図３　青年仏教伝道会会堂設計図（『青年伝道』45号、1907年４月）

図２　青年仏教伝道会会堂（『青年伝道』94号、1911年８月）
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勤
・
渋
沢
栄
一
ら
が
名
を
連
ね
た
。
構
造
は
白
煉
瓦
総
二
階
建
、

建
坪
六
二
坪
一
合
、
工
費
三
万
五
千
円
を
見
込
み
、
約
五
百
人

を
収
容
可
能
と
す
る
建
物
で
あ
っ
た㊱
。

　
一
九
一
一
年
六
月
に
会
堂
が
落
成
し
、
イ
ン
ド
か
ら
石
造
を

将
来
し
て
盛
大
な
開
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
石
像
が
新
橋
に
到

着
す
る
と
、
各
新
聞
社
の
記
者
を
築
地
の
料
亭
に
招
い
て
芸
者

を
侍
ら
せ
酒
宴
を
開
い
た
。
ま
た
、
石
像
歓
迎
の
た
め
浅
草
の

芸
妓
百
数
十
名
が
「
伝
道
会
」
と
染
め
ぬ
い
た
手
拭
い
を
肩
に

か
け
、
揃
い
の
日
傘
で
歓
迎
パ
レ
ー
ド
を
挙
行
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
対
応
に
、
仏
教
界
か
ら
の
批
判
を
招
い
た
も
の
の
、

仏
教
青
年
伝
道
会
堂
は
、
大
正
期
の
仏
教
会
館
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

の
先
駆
的
存
在
と
な
っ
た㊲
。

　
こ
の
ほ
か
、
東
京
の
本
願
寺
派
高
輪
仏
教
大
学
内
に
一
九
〇

二
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
万
国
仏
教
青
年
連
合
会
で
も
、
仏
教

会
館
を
設
立
す
る
計
画
が
あ
り
、
翌
年
七
月
以
降
に
各
地
で
寄

付
金
募
集
活
動
に
着
手
し
た
。
し
か
し
、
本
願
寺
派
の
学
制
更

改
に
よ
り
、
〇
四
年
に
高
輪
仏
教
大
学
の
廃
止
方
針
が
決
ま
る

と
、
建
設
計
画
は
頓
挫
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る㊳
。
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図４　青年仏教伝道会会堂での仏式結婚式
（1939年４月22日、蓮窓寺〔東京都台東区〕所蔵）
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三

三
、
本
願
寺
派
臨
時
布
教
と
会
館
開
設

　
日
露
戦
争
後
、
軍
需
産
業
を
中
心
と
す
る
工
場
労
働
者
の
数
が
急
増
し
た
大
阪
で
は
、
本
願
寺
派
津
村
別
院
の
関
係
者
に
よ
り
、
青
年

労
働
者
を
対
象
と
す
る
特
殊
布
教
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
以
降
、
本
願
寺
派
は
都
市
部
を
中
心
に
新
た

な
信
者
層
の
獲
得
を
目
指
し
、
一
定
期
間
に
布
教
員
を
総
動
員
す
る
臨
時
布
教
を
開
始
し
た
。
臨
時
布
教
は
、
同
年
四
月
に
京
都
市
全
域

に
は
じ
ま
り
、
九
月
に
東
京
・
横
浜
で
実
施
さ
れ
、
一
一
月
に
は
東
海
地
方
以
西
の
各
都
市
部
で
展
開
さ
れ
た
。
翌
年
以
降
は
鉄
道
巡
回

布
教
が
は
じ
ま
り
、
工
場
・
商
店
・
警
察
署
・
郵
便
局
な
ど
で
の
職
域
布
教
も
広
が
り
を
見
せ
た㊴
。
こ
れ
に
連
動
し
て
本
願
寺
派
で
は
、

新
た
な
布
教
拠
点
と
し
て
京
都
・
大
阪
・
東
京
と
い
っ
た
都
市
部
で
会
館
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

淳
風
会
館
・
本
願
寺
会
館

　
西
本
願
寺
の
門
前
西
若
松
町
に
は
、
す
で
に
「
淳
風
会
館
」
が
あ
っ
た
。
淳
風
会
館
は
、
一
八
九
六
年
八
月

に
防
火
・
風
致
上
の
問
題
か
ら
本
山
総
門
の
側
に
あ
っ
た
総
会
所
の
建
物
を
移
築
し
、
布
教
施
設
と
し
て
再
利
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
総
会
所
は
、
学
林
町
の
常
楽
寺
本
堂
に
仮
移
転
し
た
後
、
九
八
年
三
月
に
玉
本
町
に
新
築
・
落
成
し
て
い
る㊵
。

　
さ
ら
に
一
九
〇
六
年
七
月
に
は
、
西
本
願
寺
通
用
門
内
の
西
側
（
現
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
付
近
）
に
「
本
願
寺
会
館
」
が
開
館
し
た
。

元
梵
唄
練
習
所
の
講
堂
を
修
繕
し
た
も
の
で
、
開
設
の
趣
旨
を
本
願
寺
派
の
機
関
誌
『
教
海
一
瀾
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

本
願
寺
会
館
の
設
立
た
る
や
、
要
は
本
山
職
員
の
穏
厚
親
密
を
旨
と
し
、
職
員
中
階
級
の
障
壁
を
設
け
ず
、
上
下
一
館
に
会
す
る
と

き
は
極
め
て
平
民
的
に
相
接
し
、
所
謂
手
を
握
り
て
共
に
親
み
、
心
を
一
に
し
て
共
に
楽
み
、
喜
憂
を
共
に
し
て
相
進
み
、
率
ゐ
て

一
派
事
務
の
活
動
を
期
せ
ら
る
ゝ
も
の
と
察
せ
ら
る㊶

　
当
初
は
、
堂
班
等
に
よ
っ
て
席
次
が
定
め
ら
れ
た
両
堂
（
阿
弥
陀
堂
・
御
影
堂
）
と
は
異
な
り
、
本
山
職
員
の
対
等
か
つ
フ
ラ
ン
ク
な
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龍
谷
大
学
論
集

七
四

交
流
の
場
を
想
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
開
館
に
あ
た
っ
て
本
山
職
員
以
外
に
も
利
用
を
開
放
す
る
こ
と
と
な
り
、
会
員
制
と
し
て

発
足
し
た
。
館
内
に
は
各
種
娯
楽
用
品
を
常
備
し
、
バ
ー
も
設
け
ら
れ
、
毎
月
高
僧
名
士
を
招
聘
し
て
精
神
修
養
講
話
が
開
演
さ
れ
た
。

幹
事
長
に
梅
上
尊
融
（
執
行
）、
幹
事
に
木
村
省
吾
（
執
行
）
ら
、
評
議
員
に
大
谷
尊
寶
（
執
行
）
ら
が
役
員
と
し
て
名
を
列
ね
、
金
山

空
常
・
大
八
木
大
行
・
徳
力
重
左
衛
門
ら
本
山
職
員
が
世
話
係
と
し
て
運
営
に
従
事
し
た㊷
。

　
同
年
七
月
二
日
の
開
館
式
に
は
、
賛
同
者
約
百
名
が
集
ま
り
、
大
谷
籌
子
裏
方
・
大
谷
尊
重
執
行
長
の
祝
詞
に
つ
づ
い
て
、
梅
上
幹
事

長
が
式
辞
で
「
本
館
設
立
ノ
主
旨
タ
ル
ヤ
本
願
寺
内
外
ノ
僧
侶
紳
士
ノ
社
交
機
関
ヲ
供
シ
友
誼
ヲ
厚
フ
シ
道
念
ヲ
修
養
セ
ン
カ
為
ニ
外
ナ

ラ
ス
」
と
述
べ
、
同
月
九
日
に
は
、
第
一
回
の
精
神
修
養
講
話
が
開
か
れ
た㊸
。

大
阪
仏
教
青
年
会
館

　
一
九
〇
七
年
一
〇
月
四
日
に
は
、
津
村
別
院
内
に
「
大
阪
仏
教
青
年
会
館
」
が
完
成
し
盛
大
な
開
館
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
大
阪
仏
教
青
年
会
は
、
次
世
代
の
大
阪
の
経
済
界
を
に
な
う
資
産
家
の
子
弟
を
対
象
と
し
て
前
年
一
〇
月
に
設
立
さ
れ
た
。
た
だ

ち
に
会
員
数
が
約
六
百
人
に
達
し
、
第
三
日
曜
日
に
集
会
を
開
催
し
て
い
た㊹
。
会
館
は
別
院
の
備
後
町
門
正
面
に
位
置
し
、
人
目
を
引
く

洋
館
で
あ
っ
た
と
い
う
。
開
館
式
に
際
し
て
、
鏡
如
法
主
（
大
谷
光
瑞
）
は
「
夫
レ
青
年
血
気
未
タ
定
ラ
サ
ル
最
モ
思
想
ノ
安
困
ヲ
欠
ク
、

或
ハ
懐
疑
ニ
陥
リ
或
ハ
放
縦
ニ
流
レ
害
毒
ヲ
社
会
ニ
及
ス
ニ
至
ル
、
是
レ
蓋
シ
鞏
固
ノ
信
念
無
キ
ノ
弊
ニ
シ
テ
之
ヲ
救
フ
ノ
道
唯
一
ニ
宗

教
ア
ル
ノ
ミ
」
と
の
親
示
を
寄
せ
た㊺
。

明
治
会
館

　
一
九
一
〇
年
二
月
に
は
、
東
京
に
「
明
治
会
館
」
が
開
館
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
〇
六
年
三
月
、
東
京
在
住
の
本
願
寺
派
関

係
者
八
〇
名
が
創
立
発
起
人
と
な
り
、
仏
教
会
堂
創
立
事
務
所
が
築
地
本
願
寺
内
に
開
設
、「
仏
教
会
堂
建
築
趣
意
書
」
を
発
表
し
た
。

そ
の
趣
意
書
で
は
日
露
戦
争
で
の
勝
利
を
受
け
て
、「
世
界
の
一
等
国
に
恥
ざ
る
様
」「
日
本
宗
教
の
一
大
発
展
」
を
期
す
る
こ
と
を
目
的

に
掲
げ
て
い
た
。
ま
た
「
建
築
方
法
の
大
要
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
項
目
を
挙
げ
て
い
た
。

一�

、
仏
教
会
堂
の
建
築
は
公
共
の
事
業
な
れ
ば
、
多
数
の
人
の
賛
助
を
得
て
、
成
る
べ
く
多
数
の
有
志
よ
り
、
寄
付
金
を
求
め
、
出
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来
得
る
丈
、
完
全
の
建
築
を
為
さ
ん
と
欲
す
。

一�
、
金
三
万
円
を
募
集
し
、
其
中
、
金
一
万
円
に
て
地
所
を
買
入
、
金
一
万
円
に
て
先
づ
一
千
人
を
容
る
べ
き
建
物
を
築
造
し
、
金

一
万
円
を
其
維
持
資
金
に
充
つ
る
事
と
す
。

　
　
　
（
中
略
）

一
、
場
所
は
東
京
市
の
中
央
に
て
、
交
通
に
便
な
る
適
当
の
地
を
選
び
、
靴
の
ま
ゝ
出
入
を
為
し
得
る
洋
風
の
建
築
と
す
。

一�

、
毎
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜
日
に
は
、
必
ず
仏
教
の
講
演
を
開
き
、
知
名
の
士
を
招
し
、
専
ら
青
年
男
女
に
宗
教
の
信
念
、
修
養

の
必
要
を
説
を
、
其
目
的
と
す
。

　
　
　
（
中
略
）

一�

、
本
会
堂
は
時
間
の
許
す
限
り
、
音
楽
会
、
其
他
諸
種
の
集
会
に
使
用
し
、
又
は
実
用
の
学
校
、
夜
学
等
に
供
し
。
会
員
に
は
其

使
用
に
就
て
特
別
の
優
待
便
宜
の
法
を
設
く
。（
以
下
略㊻
）

　
計
画
で
は
、
仏
教
講
演
以
外
に
も
多
目
的
使
用
を
想
定
し
、
一
千
人
収
容
可
能
な
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年
一
二
月
に
寄
付
金
は

三
千
円
に
達
し
、
本
願
寺
も
三
千
円
の
補
助
金
交
付
を
決
定
し
た
が㊼
、
な
か
な
か
建
設
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
結
局
、
一
九
〇
八
年
「
龍

谷
会
」
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
開
設
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
龍
谷
会
は
、
東
京
在
住
の
本
願
寺
派
関
係
者
が
、
相
互
の
親

睦
と
信
念
修
養
を
図
り
、
宗
派
の
面
目
を
発
揮
す
る
た
め
の
統
一
団
体
と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
同
年
五
月
一
七
日
に
築
地
本
願
寺

に
お
い
て
発
会
式
を
挙
げ
た
。
会
長
に
は
大
谷
尊
由
が
就
任
し
、
事
業
項
目
と
し
て
、
東
京
市
中
に
三
か
所
の
教
会
を
設
立
し
て
布
教
を

行
う
こ
と
、
立
宗
記
念
日
に
大
会
の
挙
行
、
東
京
在
住
の
学
生
の
た
め
の
寄
宿
舎
設
置
、
会
堂
建
設
、
各
地
で
の
出
張
講
演
会
や
春
秋
二

回
の
学
生
大
会
の
開
催
を
掲
げ
た㊽
。

　
一
九
〇
九
年
一
二
月
、
神
田
区
猿
楽
町
二
〇
番
地
の
四
六
三
坪
の
地
所
と
家
屋
を
三
万
三
千
円
で
購
入
し
、
翌
年
二
月
一
五
日
に
龍
谷
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会
を
同
所
に
開
き
、
明
治
会
館
と
命
名
し
た
。
会
館
で
は
日
曜
講
演
、
真
宗
法
話
、
少
年
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
青
年
教
化
の
補
助
事
業

と
し
て
付
属
英
語
学
校
を
設
け
た㊾
が
、
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
二
月
二
〇
日
の
神
田
大
火
に
よ
り
焼
失
し
た㊿
。

豊
橋
会
館

　
本
願
寺
派
で
は
、
一
九
一
〇
年
四
月
に
愛
知
県
豊
橋
市
に
「
豊
橋
会
館
」
が
開
館
し
た
。
豊
橋
駐
在
布
教
使
渡
邊
雷
乗
が
都

市
布
教
の
拠
点
と
し
て
開
設
し
た
も
の
で
、
毎
月
、
日
曜
学
校
を
開
き
、
初
回
に
は
児
童
約
三
百
名
、
付
添
人
四
〇
名
、
来
賓
六
〇
余
名

が
参
集
し
た
。
鉄
道
従
業
者
を
対
象
と
す
る
精
神
講
話
も
月
二
回
開
催
さ
れ
、
沿
線
の
駅
員
が
駅
長
や
助
役
の
引
率
に
よ
り
来
館
し
た
。

一
三
年
四
月
一
五
日
午
後
二
時
よ
り
明
治
天
皇
奉
悼
会
を
修
し
、
第
十
五
師
団
将
校
と
婦
人
、
官
吏
、
市
内
学
校
長
三
百
余
名
が
参
拝
し
、

同
日
夜
と
翌
一
六
日
昼
夜
に
は
親
鸞
六
百
五
十
回
遠
忌
を
謹
修
し
た
。
こ
の
と
き
、
会
館
所
属
門
徒
が
五
〇
余
戸
に
達
し
、
翌
一
四
年
六

月
、
新
た
に
市
内
に
土
地
・
家
屋
を
取
得
し
て
改
修
を
加
え
「
豊
橋
教
院
」
に
改
め
た�
。
豊
橋
会
館
は
「
会
館
」
を
称
し
て
い
た
が
、
布

教
所
に
類
す
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
事
例
は
他
に
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

崇
徳
会
館
（
崇
徳
教
社
本
社
）　
崇
徳
教
社
は
、
安
芸
地
方
の
僧
俗
有
志
が
興
学
・
布
教
・
慈
善
の
事
業
の
促
進
を
目
的
と
し
て
一
八
八

一
年
九
月
に
結
成
さ
れ
た
。
当
初
「
進
徳
教
社
」
と
称
し
、
社
員
総
数
が
五
六
万
人
を
超
え
る
巨
大
結
社
で
あ
っ
た
。
八
三
年
、
明
如
法

主
（
大
谷
光
尊
）
よ
り
「
崇
徳
」
の
称
号
を
授
与
さ
れ
て
社
名
を
改
め
た
。
一
九
〇
九
年
一
二
月
に
広
島
市
立
町
の
土
地
・
建
物
を
購
入

し
、
翌
年
四
月
に
本
社
事
務
所
を
移
し
た
。
一
一
年
八
月
に
新
築
工
事
に
着
手
し
、
一
三
（
大
正
二
）
年
に
落
成
し
て
九
月
一
三
日
に
盛

大
な
開
館
式
を
挙
行
し
た
。
建
物
は
「
崇
徳
会
館
」
と
通
称
さ
れ
、
鏡
如
法
主
（
大
谷
光
瑞
）
の
好
み
に
よ
り
和
洋
折
衷
の
二
階
建
、
二

万
円
以
上
の
経
費
を
か
け
、
二
階
に
は
一
千
人
収
容
可
能
な
大
広
間
が
あ
り
、
一
階
に
は
事
務
室
・
貴
賓
室
・
応
接
室
・
湯
茶
場
・
小
使

室
な
ど
が
あ
っ
た
。
崇
徳
教
社
・
崇
徳
中
学
校
（
現
崇
徳
高
等
学
校
）
の
諸
行
事
に
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、
講
演
会
や
演
技
会
な
ど
の
各
種

文
化
事
業
に
提
供
さ
れ
、
地
域
の
公
会
堂
的
役
割
も
果
た
し
た�
。
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図６　崇徳会館（学校法人崇徳学園提供）

図５　淳風会館（『本派本願寺真宗写真宝典』1916年）
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八

四
、
各
種
教
化
団
体
の
会
館

　
明
治
末
に
は
、
本
願
寺
派
が
特
殊
布
教
の
活
動
拠
点
と
し
て
仏
教
会
館
を
設
置
し
た
の
と
前
後
し
て
、
仏
教
系
の
各
種
教
化
団
体
に
よ

り
会
館
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
在
家
信
者
に
よ
り
開
設
さ
れ
た
上
宮
教
会
会
堂
と
、
日
露
戦
争
後
に

高
ま
り
を
見
せ
た
女
性
教
化
団
体
設
立
の
会
館
で
あ
ろ
う
。

上
宮
教
会
会
堂

　
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
四
月
、
東
京
本
郷
弓
町
に
「
上
宮
教
会
会
堂
」
が
開
堂
式
を
挙
げ
た
。
上
宮
教
会
は
、
一

八
九
七
年
四
月
、
河
瀬
秀
治
、
大
内
青
巒
、
島
田
蕃
根
、
桑
田
衡
平
ら
在
家
の
仏
教
信
者
に
よ
り
、
東
京
神
田
に
組
織
さ
れ
た
。
設
立
の

中
心
と
な
っ
た
河
瀬
は
、
群
馬
県
令
・
内
務
省
役
人
な
ど
を
経
て
、
当
時
は
富
士
製
紙
会
社
の
社
長
で
あ
っ
た
。
河
瀬
は
、
明
治
維
新
以

降
の
物
質
文
明
の
急
激
な
進
歩
に
と
も
な
い
、
人
心
が
荒
廃
し
思
想
界
が
紊
乱
し
て
い
る
の
を
憂
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
日
本
文
化
・
思

想
の
礎
を
築
い
た
聖
徳
太
子
の
偉
業
を
顕
彰
し
、
仏
教
に
よ
っ
て
こ
れ
を
救
済
し
た
い
と
考
え
て
同
会
を
設
立
し
た�
。

　
発
足
以
来
、
東
京
各
地
で
毎
月
仏
教
講
演
会
を
開
催
し
、
講
師
に
は
、
村
上
専
精
、
島
地
黙
雷
、
土
宜
法
龍
ら
各
宗
僧
侶
も
多
数
参
加

し
た
。
ま
た
、
一
八
九
八
年
二
月
に
機
関
誌
『
御
国
の
光
』
を
創
刊
し
、
十
七
条
憲
法
を
国
会
議
員
ら
に
配
布
す
る
な
ど
、
文
書
布
教
活

動
も
活
発
に
行
っ
た
。
一
九
〇
三
年
、
講
演
会
事
業
を
発
展
さ
せ
、
上
宮
学
院
を
開
設
し
、
常
設
の
仏
教
講
座
を
開
い
た
。
〇
七
年
に
ド

イ
ツ
復
活
教
会
の
壹
岐
坂
会
堂
を
譲
渡
さ
れ
、
上
宮
教
会
会
堂
と
し
、
学
院
を
移
し
て
社
団
法
人
に
組
織
変
更
し
た�
。

六
角
会
館

　
一
九
一
一
年
六
月
に
は
、
京
都
婦
人
慈
善
教
会
が
、
西
本
願
寺
布
教
会
の
協
力
を
得
て
、
六
角
通
烏
丸
東
入
南
側
に
活
動
の

拠
点
と
し
て
「
六
角
会
館
」
を
建
設
し
た
。

　
京
都
婦
人
慈
善
教
会
は
、
一
八
九
四
年
五
月
、
浄
土
宗
信
徒
福
田
も
と
子
の
主
唱
に
よ
り
、
烏
丸
松
原
下
ル
因
幡
薬
師
堂
に
お
い
て
創

立
発
起
人
会
を
開
き
、
翌
月
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
明
如
法
主
婦
人
の
大
谷
枝
子
（
一
八
五
八
─
一
九
三
一
）
を
会
長
に
迎
え
て
発
足

し
た
。
発
起
人
に
は
、
島
地
黙
雷
、
赤
松
連
城
、
渥
美
契
縁
な
ど
の
真
宗
僧
侶
ほ
か
、
竹
村
藤
兵
衛
（
初
代
下
京
区
長
、
衆
議
院
議
員
）、
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近
代
仏
教
会
館
の
設
立
と
展
開（
中
西
）

七
九

池
田
清
助
（
池
田
合
名
会
社
社
長
）、
飯
田
新
七
（
高
島
屋
当
主
）
ら
京
都
の
政
財
界
の
有
力
者
が
名
を
連
ね
た�
。

　
当
初
は
、
真
宗
僧
侶
を
招
い
て
法
話
を
聴
聞
す
る
こ
と
が
主
た
る
活
動
で
あ
っ
た
が
、
一
八
九
九
年
に
社
団
法
人
と
し
て
の
認
可
を
受

け
た
こ
ろ
か
ら
、
活
発
な
慈
善
活
動
を
展
開
し
は
じ
め
た
。
一
九
〇
〇
年
以
降
、
貧
困
者
へ
の
白
米
施
与
を
度
々
行
い
、
翌
年
か
ら
は
、

毎
年
の
よ
う
に
慈
善
市
を
開
き
、
そ
の
収
益
金
は
、
慈
善
事
業
や
各
地
の
災
害
発
生
時
の
義
援
金
と
し
て
贈
ら
れ
た
。
会
員
に
は
当
初
、

仏
教
各
宗
派
の
女
性
信
者
が
参
画
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
〇
七
年
に
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
仏
教
婦
人
会
連
合
本
部
を
結
成
し
て
、
女
性

信
者
の
組
織
化
を
図
る
と
、
そ
の
関
係
団
体
と
し
て
の
色
彩
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
、
会
員
も
五
千
名
近
く
と
な
り
、
一
一

年
に
活
動
の
拠
点
と
し
て
六
角
通
烏
丸
東
入
南
側
に
三
百
五
十
坪
の
敷
地
を
購
入
し
、
六
角
会
館
を
建
設
し
た
。
会
館
は
二
階
建
で
、
六

月
一
一
日
、
九
条
武
子
・
京
都
府
知
事
代
理
事
務
官
ら
参
列
の
も
と
盛
大
な
開
館
式
を
挙
行
し
、
式
後
、
岡
崎
博
覧
会
場
跡
地
で
恒
例
の

慈
善
市
を
開
催
し
た�
。

　
大
正
期
に
入
る
と
慈
善
活
動
が
さ
ら
に
活
発
化
し
、
貧
困
者
の
健
康
維
持
の
た
め
牛
乳
給
与
活
動
、
巡
回
無
料
診
療
、
災
害
罹
災
者
へ

の
義
援
金
の
寄
贈
な
ど
の
活
動
を
実
施
し
、
昭
和
初
期
に
は
、
会
館
で
真
宗
講
座
・
無
憂
華
講
座
・
冬
期
講
座
な
ど
が
は
じ
ま
り
、
聞
法

道
場
と
し
て
の
実
践
・
伝
道
も
活
発
化
し
た�
。

婦
人
法
話
会
館

　
日
露
戦
争
を
契
機
と
し
て
、
仏
教
婦
人
会
の
活
動
が
高
ま
り
を
見
せ
た
。
一
九
一
一
年
一
〇
月
に
は
、
大
谷
派
の
女
性

教
化
団
体
で
あ
る
大
谷
派
婦
法
話
会
が
、「
婦
人
法
話
会
館
」
を
建
設
し
た
。

　
婦
人
法
話
会
は
、
一
八
九
〇
年
九
月
に
京
都
大
谷
派
寝
殿
で
開
会
式
が
行
わ
れ
て
発
会
し
た
。
本
山
職
員
等
の
婦
人
を
集
め
て
法
話
を

聴
聞
さ
せ
、
そ
の
親
睦
を
図
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
開
会
式
に
は
北
垣
知
事
婦
人
を
は
じ
め
三
百
名
以
上
が
参
会
し
た�
。

　
日
露
戦
争
に
際
し
て
婦
人
法
話
会
は
、
繃
帯
の
寄
贈
、
傷
病
兵
士
へ
の
書
籍
・
菓
子
等
の
寄
贈
、
出
征
兵
士
へ
の
日
用
品
の
寄
贈
、
出

征
兵
士
家
族
の
慰
問
、
戦
病
歿
者
追
弔
法
会
の
執
行
な
ど
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
会
務
の
拡
張
に
と
な
っ
て
、
趣
意
書
を
発
表

し
て
会
則
を
制
定
し
た
。
本
部
を
京
都
本
山
に
置
き
、
各
地
に
支
部
の
設
置
を
促
し
た
。
戦
後
、
一
九
〇
七
年
四
月
に
は
、
二
千
余
名
の
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龍
谷
大
学
論
集

八
〇

来
会
者
を
集
め
て
第
一
回
春
季
大
会
を
開
催
し
、
翌
年
に
機
関
誌
『
婦
徳
』
を
創
刊
し
た�
。
一
一
年
一
月
、
会
員
が
一
〇
万
人
に
達
し
た

婦
人
法
話
会
は
、
親
鸞
六
百
五
十
回
遠
忌
の
記
念
事
業
と
し
て
、
会
館
新
築
計
画
を
発
表
し
、
全
国
会
員
に
協
力
を
求
め
資
金
募
集
に
着

手
し
た
。
一
〇
月
一
〇
日
に
挙
行
さ
れ
た
開
館
式
に
は
、
一
千
人
以
上
の
会
員
が
参
集
し
た
と
い
う
。
建
築
場
所
と
し
て
、
東
本
願
寺
北

側
の
諏
訪
町
魚
棚
下
る
西
側
を
本
山
よ
り
提
供
さ
れ
、
間
口
七
間
（
約
一
二
・
七
メ
ー
ト
ル
）・
奥
行
八
間
（
約
一
四
・
六
メ
ー
ト
ル
）

の
会
館
と
事
務
所
が
新
築
さ
れ
た�
。
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図８　婦人法話会館（大谷派本願寺参拝部編・発行
『写真帖』1928年）

図７　六角会館（『京都婦人慈善教会・京都仏教婦人
会・六角仏教会　百年のあゆみ』1993年）



近
代
仏
教
会
館
の
設
立
と
展
開（
中
西
）

八
一

五
、
大
正
期
「
会
館
時
代
」
の
到
来

　
大
正
期
に
入
る
と
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
五
月
に
求
道
会
館
の
建
設
が
は
じ
ま
り
、
同
年
六
月
に
中
央
仏
教
会
館
の
建
設
計
画
が

浮
上
す
る
な
ど
、
東
京
で
の
仏
教
会
館
建
設
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
た
。
こ
う
し
た
「
会
館
時
代
」
の
到
来
は
、
新
た
な
仏
教
潮
流

の
展
開
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

寺
院
の
会
館
化

　
一
九
一
五
年
八
月
『
中
外
日
報
』
掲
載
の
論
説
は
、「
会
館
時
代
来
れ
」
と
の
見
出
し
を
掲
げ
、「
現
実
的
進
歩
的
民
衆

的
の
宗
教
生
活
の
中
核
心
た
る
べ
く
会
館
時
代
は
現
出
せ
ん
と
す
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
「
寺
院
の
会
館
化
」
の
必
要
性
を
次
の
よ
う
に

主
張
し
て
い
る
。

寺
院
化
の
会
館
化
と
は
寺
院
に
付
帯
す
る
中
世
的
の
因
襲
を
脱
落
し
て
そ
の
本
質
を
近
代
的
に
表
詮
す
る
の
義
な
り
即
ち
、
僧
侶
の

私
的
物
質
的
生
活
の
資
具
と
し
て
の
寺
院
を
変
革
し
、
因
襲
的
儀
礼
の
環
境
と
し
て
の
寺
院
を
批
判
し
、
僧
侶
と
檀
信
徒
の
伝
習
的

関
係
を
一
洗
し
て
現
代
の
宗
教
生
命
そ
の
も
の
ゝ
実
質
に
根
基
を
も
と
め
現
代
生
活
そ
の
も
の
を
新
し
き
接
触
を
も
と
む
る
に
あ
り�

　
こ
の
よ
う
に
、
大
正
期
に
仏
教
会
館
は
、
新
た
な
仏
教
潮
流
の
象
徴
的
存
在
と
目
さ
れ
、
数
多
く
の
仏
教
会
館
が
建
築
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

求
道
会
館

　
前
述
の
よ
う
に
、
大
正
期
に
入
り
、
会
館
時
代
の
到
来
を
強
く
印
象
づ
け
た
の
が
「
求
道
会
館
」
の
建
築
で
あ
っ
た
。
建
築

を
推
進
し
た
近
角
常
観
（
一
八
七
〇
─
一
九
四
一
）
は
、
す
で
に
大
日
本
仏
教
青
年
会
の
幹
事
時
代
か
ら
会
堂
建
設
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
。
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
三
月
、
欧
州
留
学
か
ら
帰
国
し
た
近
角
は
、
本
郷
森
川
町
の
二
階
建
家
屋
を
「
求
道
学
舎
」
と

命
名
し
、
日
曜
講
話
を
は
じ
め
る
と
と
も
に
、
一
〇
数
人
の
学
生
を
寄
宿
さ
せ
共
同
生
活
を
開
始
し
た
。
な
お
、
こ
の
家
屋
は
、
宗
教
法
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龍
谷
大
学
論
集

八
二

案
反
対
運
動
の
推
進
拠
点
と
し
て
、
大
谷
光
演
（
真
宗
大
谷
派
新
門
、
後
に
二
二
代
法
主
）
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
近
角
の

洋
行
中
は
、
清
沢
満
之
が
同
志
た
ち
と
居
住
し
て
「
浩
々
洞
」
と
称
し
て
い
た
が
、
六
月
に
浩
々
洞
が
本
郷
東
片
町
に
移
転
し
、
近
角
に

明
け
渡
さ
れ
て
い
た�
。

　
一
九
〇
三
年
一
〇
月
、
近
角
は
、
求
道
学
舎
に
多
く
の
聴
衆
が
参
集
す
る
よ
う
に
な
り
、
手
狭
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、「
求
道
会
館

設
立
趣
意
書
」
を
発
表
し
た�
。
趣
意
書
と
同
時
に
『
政
教
時
報
』
に
寄
稿
し
た
「
求
道
会
館
設
立
の
趣
旨
を
披
瀝
す
」
で
は
、
会
館
建
設
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近
代
仏
教
会
館
の
設
立
と
展
開（
中
西
）

八
三

が
大
日
本
仏
教
青
年
会
の
幹
事
時
代
か
ら
の
宿
志
で
あ
り
、
学
生
を
中
心
と
す
る
修
養
の
場
と
し
た
い
と
の
趣
旨
が
記
さ
れ
て
い
る�
。
一

一
年
夏
、
第
一
回
夏
期
求
道
会
の
開
催
を
機
に
、
建
設
の
相
談
会
が
開
か
れ
、
改
め
て
小
河
滋
次
郎
・
柏
原
文
太
郎
・
澤
柳
政
太
郎
ら
が

発
起
人
と
な
り
、
諸
経
費
三
万
五
千
円
を
見
込
ん
で
本
格
的
な
募
金
運
動
に
着
手
し
た�
。

　
各
方
面
よ
り
寄
付
金
が
集
ま
り
、
一
九
一
五
年
五
月
に
起
工
、
同
年
一
一
月
三
〇
日
に
落
慶
式
を
迎
え
た
。
式
で
は
、
井
上
円
了
・
高

楠
順
次
郎
・
南
条
文
雄
の
祝
辞
が
あ
り
、
井
上
円
了
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

是
ま
で
の
我
国
の
仏
教
の
寺
は
、
あ
れ
は
儀
式
を
行
ふ
に
適
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
演
説
し
た
り
教
会
を
開
く
と
い
ふ
上
に
は
至
つ

て
迂
遠
な
建
方
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
此
寺
の
建
築
も
取
変
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
も
申
し
て
置
く�
。

　
会
館
は
、
煉
瓦
石
造
二
階
建
で
、
建
坪
九
〇
坪
三
合
、
間
口
四
〇
尺
（
約
一
二
・
一
メ
ー
ト
ル
）・
奥
行
八
〇
尺
（
約
二
四
・
ニ
メ
ー

ト
ル
）、
一
階
に
椅
子
が
備
え
付
け
ら
れ
、
二
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
含
め
る
と
約
一
千
人
を
収
容
可
能
で
あ
っ
た
。
一
階
後
面
に
は
二
室

の
洋
室
が
あ
り
図
書
室
・
応
接
室
に
充
て
ら
れ
、
二
階
後
面
に
は
信
仰
談
話
会
の
た
め
の
二
室
の
和
室
が
配
置
さ
れ
て
い
た�
。
大
正
期
、

政
治
的
・
経
済
的
に
大
き
な
社
会
変
動
期
を
迎
え
思
想
的
動
揺
が
広
が
る
な
か
で
、
近
角
の
活
動
は
、
成
功
を
夢
見
て
上
京
し
た
青
年
た

ち
の
心
を
と
ら
え
、
求
道
会
館
に
は
煩
悶
を
抱
え
た
多
く
の
青
年
ら
が
参
集
し
た
。

仏
教
中
央
会
館

　
一
九
一
五
年
六
月
二
三
日
、
上
宮
教
会
副
会
長
の
河
瀬
秀
治
の
喜
寿
祝
賀
会
が
上
野
寛
永
寺
大
書
院
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
祝
賀
会
に
参
集
し
た
二
百
余
名
の
な
か
か
ら
、「
仏
教
中
央
会
館
」
の
建
築
計
画
の
議
が
浮
上
し
、
一
〇
月
二
四
日
に
上
宮
教
会
で

発
起
人
総
会
を
開
催
し
、
以
下
の
要
項
を
決
議
し
た�
。

一
、
今
上
天
皇
御
即
位
御
大
典
の
記
念
と
し
て
会
堂
を
建
設
す
。
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一
、
本
会
堂
は
中
央
仏
教
会
館
と
称
す
。

一
、
本
会
堂
は
東
京
市
内
枢
要
の
地
に
建
設
す
（
目
下
場
所
選
定
中
）。

一
、
本
会
堂
に
は
聖
徳
太
子
の
尊
像
を
奉
安
す
。

一
、
本
会
堂
は
仏
教
各
派
各
団
体
の
演
説
講
話
及
国
民
道
徳
の
涵
養
に
関
す
る
各
種
集
会
等
の
使
用
に
提
供
す
。

一
、
本
会
堂
に
付
属
倶
楽
部
を
設
け
仏
教
徒
の
懇
親
を
計
る
為
め
各
種
の
集
会
其
他
の
事
業
に
提
供
す
。

一
、
本
会
堂
に
図
書
館
及
寄
宿
舎
を
併
設
す
。

一
、
本
会
堂
建
設
寄
付
予
定
額
は
金
三
十
万
円
と
し
十
万
円
募
集
確
定
の
上
は
速
に
工
事
に
着
手
す
。

一
、
本
会
堂
建
設
寄
付
金
募
集
方
法
は
実
行
に
委
任
す
、
以
上�

　
一
九
一
六
年
一
月
の
実
行
委
員
会
で
評
議
員
四
〇
名
を
互
選
し
、
さ
ら
に
常
務
幹
事
専
務
に
柴
田
一
能
、
常
務
幹
事
常
務
に
山
田
一
英

と
三
輪
政
一
、
常
務
員
に
大
森
禅
戒
・
渡
辺
海
旭
・
和
田
幽
玄
・
安
藤
正
純
・
島
地
大
等
を
選
出
し
た�
。
当
時
の
仏
教
各
宗
派
は
、
神
社

問
題
や
旧
寺
領
返
還
問
題
、
米
国
移
民
問
題
・
中
国
布
教
権
問
題
な
ど
共
通
す
る
課
題
に
直
面
し
て
協
調
路
線
を
採
り
つ
つ
あ
り
、
一
五

年
一
二
月
に
「
仏
教
連
合
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
た�
。

　
各
宗
派
に
協
調
機
運
が
高
ま
る
な
か
、
一
六
年
二
月
に
日
蓮
宗
、
四
月
に
時
宗
・
真
言
宗
豊
山
派
が
会
館
建
築
へ
の
助
成
金
の
交
付
を

決
定
し
、
五
月
に
は
仏
教
連
合
会
評
議
員
会
で
事
業
協
賛
が
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
、
真
言
宗
智
山
派
・
曹
洞
宗
・
天
台
宗
・
臨
済
宗

妙
心
寺
派
・
真
宗
大
谷
派
・
本
願
寺
派
・
浄
土
宗
な
ど
が
次
々
と
助
成
金
の
交
付
を
決
め
、
一
二
月
に
建
設
予
定
地
と
し
て
神
田
駿
河
台

下
東
明
館
跡
地
約
五
百
坪
を
選
定
し
た
。

　
一
方
、
会
館
の
実
行
委
員
会
は
、
建
築
促
進
に
向
け
て
、
毎
週
日
曜
日
に
中
央
仏
教
少
年
会
・
中
央
仏
教
講
演
会
を
開
催
し
、
米
騒
動

に
際
し
て
白
米
廉
価
販
売
を
行
う
な
ど
の
事
業
も
展
開
し
た
。
一
九
二
〇
年
二
月
に
工
事
に
着
手
し
、
翌
二
一
年
一
〇
月
一
〇
日
に
落
成
。
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図11　中央仏教会館〔1929年再建〕
（『第二回汎太平洋仏教青年会大会記念写真帖』1934年）

図10　中央仏教会館〔1921年創建〕
（『中央仏教』５巻11号、1921年11月）
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一
一
月
三
日
に
盛
大
な
開
館
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
二
階
建
で
、
一
階
の
講
堂
は
一
四
二
坪
で
一
千
五
百
人
収
容
可
能
、
二
階
に
大
小
会
議

室
や
食
堂
な
ど
が
配
置
さ
れ
た
。
会
館
の
運
営
の
た
め
、
文
部
内
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
財
団
法
人
中
央
仏
教
会
が
設
立
さ
れ
、
河
瀬

秀
治
が
理
事
長
に
、
柴
田
一
能
が
副
理
事
長
に
、
渡
辺
海
旭
・
安
藤
正
純
が
理
事
に
就
任
し
た
。
会
館
で
は
、
毎
週
日
曜
日
に
仏
教
講
演

会
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
仏
教
界
内
外
の
団
体
・
個
人
の
使
用
に
も
提
供
さ
れ
た
が
、
二
年
後
の
関
東
大
震
災
で
烏
有
に
帰
し
た�
。

　
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
一
一
月
に
至
っ
て
、
中
央
仏
教
会
館
は
東
京
一
ツ
橋
に
再
建
さ
れ
た
。
講
演
会
や
各
種
会
合
に
利
用
さ
れ
た

ほ
か
、
社
会
事
業
研
究
会
、
仏
教
連
合
会
、
仏
教
護
国
団
、
仏
教
少
年
団
連
合
会
、
仏
教
朝
鮮
協
会
等
の
各
宗
連
合
組
織
の
中
央
事
務
所

が
置
か
れ
た�
。

明
治
会
館
再
建

　
一
九
一
六
年
七
月
に
は
、
一
三
年
二
月
に
よ
り
焼
失
し
た
「
明
治
会
館
」
の
再
建
が
本
願
寺
派
当
局
の
合
意
を
得
て
決

定
し
た
。
翌
九
月
に
起
工
し
、
一
八
年
七
月
に
開
館
式
を
挙
げ
た
。
木
造
洋
館
塔
家
造
二
階
建
で
、
二
階
に
五
百
名
分
の
椅
子
を
並
列
し

た
大
講
堂
と
控
室
、
一
階
に
法
話
室
・
小
会
議
室
・
応
接
室
・
事
務
室
・
食
堂
な
ど
を
配
置
し
、
総
面
積
約
二
一
二
坪
で
あ
っ
た
。
精
神

修
養
講
話
・
仏
教
研
究
会
・
演
説
会
の
ほ
か
、
慈
善
的
演
劇
会
・
懇
親
会
・
娯
楽
会
な
ど
各
種
集
会
の
場
と
し
て
も
提
供
さ
れ
、
図
書

館
・
留
学
生
寄
宿
舎
な
ど
も
付
設
す
る
予
定
で
あ
り
、
一
八
年
七
月
六
日
に
盛
大
な
開
館
式
を
挙
行
し
た�
。

　
し
か
し
、
こ
の
会
館
も
関
東
大
震
災
で
倒
壊
・
焼
失
し
た
。
震
災
後
、
内
務
省
臨
時
救
護
事
務
局
か
ら
提
供
さ
れ
た
バ
ラ
ッ
ク
を
建
築

し
、
罹
災
者
宿
泊
所
・
罹
災
学
生
寄
宿
舎
と
し
、
人
事
相
談
・
婦
人
職
業
紹
介
等
の
事
業
を
行
っ
た
が
、
復
興
と
と
も
に
は
撤
去
さ
れ
、

跡
地
も
一
九
五
〇
年
に
売
却
さ
れ
た�
。

関
東
大
震
災
の
影
響

　
一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
多
額
の
経
費
を
か
け
た
仏
教
中
央
会
館
と
明
治
会
館
と
が
、
新

築
後
わ
ず
か
数
年
で
烏
有
に
帰
し
た
。
震
災
は
、
改
め
て
自
然
災
害
の
多
い
日
本
で
、
木
造
の
寺
院
建
築
に
焼
失
等
の
リ
ス
ク
の
高
い
こ

と
が
認
識
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
築
地
本
願
寺
な
ど
の
設
計
を
手
が
け
た
建
築
家
の
伊
東
忠
太
（
一
八
六
七
─
一
九
五
四
）
は
、
関
東
大
震
災
の
三
か
月
後
に
『
中
外
日
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報
』
に
「
寺
院
将
来
の
建
築
」
と
題
す
る
論
説
を
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
帝
都
復
興
院
が
、
罹
災
跡
地
の
二
割
の
地
域
を
防
火

区
域
に
設
置
し
、
そ
こ
で
の
建
築
物
を
鉄
筋
コ
ン
リ
ー
ト
（
混
凝
土
）
造
と
す
る
こ
と
を
推
奨
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
伊

東
は
、
木
造
建
築
の
方
が
経
費
的
に
も
増
額
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

要
す
る
に
市
街
の
寺
院
は
鉄
筋
混
凝
土
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
、
こ
う
申
す
と
歴
史
あ
る
寺
院
建
築
を
破
壊
す
る
も
の
と
悲
む

人
も
あ
る
が
止
む
を
得
な
い
、
丁
度
我
々
日
本
人
が
洋
服
を
着
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
、
此
際
大
震
火
災
を
機
と
し
て
寺
院
建
築
に

革
新
を
行
ふ
べ
き
で
あ
る�
。

　
こ
う
し
て
、
震
災
後
の
仏
教
会
館
の
建
築
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
洋
館
が
急
速
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
伊

東
は
、
以
後
の
寺
院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。

最
後
に
余
計
な
や
う
だ
が
今
後
建
築
せ
ら
る
ゝ
寺
院
は
公
共
的
の
建
物
に
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
希
望
す
る
、
公
衆
と
最
も
密
接
に
結
び

付
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
特
別
の
場
合
は
別
だ
が
将
来
の
寺
院
を
し
て
公
衆
建
築
化
せ
し
め
公
衆
の
た
め
に
開
放
し
て
利
用
せ
し

む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
へ
て
置
き
た
い�
。

　
関
東
大
震
災
で
は
、
仏
教
関
係
施
設
や
境
内
地
な
ど
が
罹
災
者
の
避
難
場
所
や
救
護
所
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
験
も
踏
ま
え
、
震
災

後
に
「
寺
院
の
社
会
解
放
」
が
、
仏
教
界
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
く
こ
と
と
も
な
っ
た
。
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六
、
会
館
建
築
の
京
都
へ
の
波
及

　
東
京
で
は
じ
ま
っ
た
仏
教
会
館
の
建
設
ブ
ー
ム
は
、
や
が
て
各
宗
派
の
本
山
が
林
立
す
る
伝
統
的
宗
教
都
市
で
あ
る
京
都
に
も
波
及
し

た
。
す
で
に
京
都
に
は
、
六
角
会
館
・
婦
人
法
話
会
館
な
ど
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
数
か
所
に
洋
館
の
仏
教
会
館
が
建
設
さ
れ

た
。

京
都
で
の
建
設
ブ
ー
ム

　
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
四
月
、『
中
外
日
報
』
掲
載
の
論
説
「
会
館
時
代
へ
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。京

都
と
い
ふ
因
襲
的
な
宗
教
都
市
に
お
い
て
も
、
時
勢
は
強
い
も
の
で
漸
次
に
清
新
な
色
彩
を
添
え
て
ゆ
く
、
そ
は
会
館
の
設
立
で

あ
る
、
少
時
こ
れ
を
仏
教
界
に
於
い
て
観
察
す
る
に
中
央
に
六
角
会
館
が
あ
り
、
北
部
に
山
口
会
館
が
あ
る
、
東
六
条
に
高
倉
会
館

あ
ら
は
れ
、
西
六
条
に
顕
道
会
館
あ
ら
は
る
、
こ
れ
ら
の
会
館
は
在
来
の
本
山
の
総
会
所
や
説
教
所
な
る
も
の
を
凌
駕
し
て
新
し
い

民
衆
の
教
壇
と
し
て
発
展
し
て
ゆ
か
う
と
す
る
、
就
中
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
そ
の
代
表
的
な
る
も
の
は
宗
派
本
山
な
る
も
の
ゝ
支

配
に
依
ら
ず
し
て
独
立
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
会
館
時
代
が
漸
を
追
ふ
て
出
現
せ
ん
と
す
る
は
吾
人
の
快
く
感
ず
る
こ
と

で
あ
る�
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
論
説
で
は
仏
教
会
館
が
、
仏
教
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
て
い
く
原
動
力
と
な
る
と
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

在
来
の
仏
教
寺
院
は
い
か
に
し
て
も
中
世
紀
的
な
修
道
場
と
し
て
成
立
す
る
た
め
に
都
市
に
介
在
し
な
が
ら
も
、
実
は
都
市
に
同
化
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し
て
ゆ
く
だ
け
の
素
養
を
欠
い
て
ゐ
る
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
会
館
は
近
代
的
な
情
調
を
有
す
る
民
衆
の
娯
楽
所
と
し
て
大
に
意
味

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
、
寺
院
よ
り
会
館
へ
の
転
化
は
一
個
の
形
式
で
あ
る
に
相
違
な
い
が
、
か
ゝ
る
形
式
の
転
移
は
そ
の
内
容
の

転
化
を
な
す
も
の
で
あ
る
、
即
ち
、
僧
侶
本
位
の
教
壇
が
い
つ
し
か
僧
俗
不
二
の
教
会
と
し
て
変
化
し
て
ゆ
く
で
あ
ら
う
、
従
つ
て

教
法
は
因
襲
の
皮
殻
を
ぬ
ぎ
す
て
ゝ
清
新
な
生
命
を
顕
は
す
に
至
り
、
宗
教
そ
の
も
の
ゝ
開
放
が
営
ま
れ
や
う�

高
倉
会
館

　
一
九
二
二
年
に
立
教
開
宗
七
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
高
倉
会
館
」
が
京
都
市
下
京
区
高
倉
六
条
上
ル
（
元
大
谷

派
高
倉
学
寮
敷
地
）
に
建
築
さ
れ
た
。
五
月
二
三
日
午
前
の
開
館
式
に
は
、
大
谷
派
関
係
者
・
府
知
事
・
市
長
代
理
ら
二
五
〇
名
の
来
賓

が
臨
場
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
、
午
後
に
は
、
鈴
木
法
琛
（
仏
教
大
学
学
長
）・
斎
藤
唯
信
（
大
谷
大
学
教
授
）
ら
の
講
演
が
あ
り
、
午
後

七
時
か
ら
の
映
画
上
映
に
は
三
千
名
の
聴
衆
を
集
め
た�
。

　
会
館
は
、
一
千
人
か
ら
一
千
二
百
人
を
収
容
可
能
で
、
食
堂
・
会
議
室
・
休
憩
室
等
の
付
属
建
物
も
建
築
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
毎
週

大
谷
派
・
大
谷
大
学
関
係
者
ら
に
よ
る
日
曜
講
座
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
利
用
希
望
者
に
も
有
料
で
貸
し
出
さ
れ
、
そ
の
使
用
便
覧
に
は
次

の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
た
。

一
、
本
会
館
は
仏
教
主
義
の
宣
伝
、
教
化
事
業
に
関
す
る
会
合
、
及
各
種
の
講
演
会
、
講
習
会
、
研
究
会
其
他
会
社
組
合
の
総
会
、

各
種
団
体
の
大
会
、
音
楽
演
奏
会
、
活
動
写
真
、
陳
列
会
、
品
評
会
等
の
使
用
に
提
供
致
し
ま
す
。
但
政
治
、
社
会
運
動
、
営
利
を

目
的
と
す
る
興
業
は
お
断
り
致
し
ま
す
。（
以
下
略�
）

顕
道
会
館

　
一
九
二
三
年
四
月
一
四
日
、「
顕
道
会
館
」
が
、
西
若
松
町
の
旧
淳
風
会
館
跡
地
に
落
成
し
、
当
時
の
本
願
寺
派
管
長
代
理

大
谷
尊
由
を
迎
え
て
落
成
開
館
式
を
挙
げ
た
。
会
館
建
築
を
推
進
し
た
の
は
、
西
本
願
寺
門
前
に
あ
っ
た
顕
道
学
校
の
同
窓
生
た
ち
で
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あ
っ
た
。
顕
道
学
校
は
、
松
田
甚
左
衛
門
ら
篤
信
の
在
家
信
者
が
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
に
設
置
し
た
も
の
で
、
農
業
・
商
業
な
ど

の
実
地
有
用
な
学
問
に
力
点
を
置
く
一
方
で
、
仏
教
主
義
教
育
に
よ
る
人
格
形
成
を
目
指
し
た
。
八
九
年
に
わ
ず
か
五
年
で
廃
校
と
な
っ

た
が
、
卒
業
生
の
な
か
に
は
、
伊
藤
長
次
郎
（
貴
族
院
議
員
）・
若
林
乙
吉
（
㈱
丸
紅
商
店
監
査
役
）・
毛
戸
勝
元
（
京
都
帝
大
教
授
）、

野
々
村
直
太
郎
（
龍
谷
大
学
教
授
）、
大
野
開
蔵
（
相
愛
高
等
女
学
校
校
長
）
な
ど
政
財
界
・
教
育
界
な
ど
で
活
躍
し
た
者
が
い
る
一
方
、

地
元
に
帰
っ
て
商
店
主
や
農
業
を
継
い
だ
者
も
多
か
っ
た
。
そ
の
い
ず
れ
も
が
仏
教
に
対
す
る
信
仰
を
堅
持
し
て
、
そ
の
後
の
人
生
を

送
っ
た
よ
う
で
あ
る�
。

　
一
九
二
一
年
一
一
月
、
京
都
市
岡
崎
の
伊
藤
長
次
郎
別
邸
で
旧
顕
道
学
校
の
同
窓
会
が
開
か
れ
、
久
し
ぶ
り
に
卒
業
生
約
六
〇
名
が
参

集
し
た
。
そ
の
席
上
、
宗
教
上
の
知
識
や
思
想
を
交
換
の
た
め
集
合
す
る
会
場
と
し
て
会
館
建
設
が
提
起
さ
れ
、
同
窓
生
を
中
心
に
寄
付

金
が
集
め
ら
れ
た
。
場
所
は
西
本
願
寺
門
前
の
西
若
松
町
、
建
築
費
は
約
八
万
円
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
で
、
一
階
に
洋
風
講
堂
、

二
階
に
は
畳
敷
の
小
室
を
設
け
て
小
集
会
や
宿
泊
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
。
旧
顕
道
学
校
の
関
係
者
を
中
心
に
会
員
制
の
「
顕
道
倶
楽

部
」
が
組
織
さ
れ
、
仏
教
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
た
ほ
か
、
本
願
寺
派
関
係
団
体
の
各
種
行
事
の
会
場
と
し
て
貸
与
さ
れ
た�
。
ま
た
会
館

で
は
、
次
の
「
館
是
」
を
掲
げ
て
い
た
。

一
、
既
成
宗
教
派
の
諸
有
ル
弊
涜
ヨ
リ
離
脱
ス

一
、
真
理
ヲ
愛
好
シ
研
究
ノ
自
由
ヲ
認
ム

一
、
民
衆
仏
教
ヲ
宣
伝
シ
在
家
真
宗
ヲ
鼓
吹
ス

　
（
中
略
）

一
、
本
館
ノ
集
会
ハ
、
宗
教
、
学
術
及
ビ
芸
術
等
、
社
会
教
化
進
展
ニ
資
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
ヲ
要
ス

一
、
喫
煙
ス
ベ
カ
ラ
ズ
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一
、
本
館
ノ
使
用
ハ
凶
弔
ノ
場
合
ハ
拒
否
セ
ザ
ル
モ
吉
慶
ノ
儀
礼
ハ
歓
迎
ス�

　
顕
道
会
館
は
、
本
願
寺
派
と
の
関
係
が
深
い
一
方
で
、
宗
派
仏
教
と
は
一
線
を
画
し
、
在
家
信
者
主
体
の
「
民
衆
仏
教
」「
在
家
真

宗
」
の
あ
り
方
を
模
索
し
た
。
し
か
し
、
関
係
者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
昭
和
初
期
に
本
願
寺
派
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
は
京
都
教
務
所
の
所

管
建
物
と
な
っ
て
い
る
。
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図12　顕道会館（『顕道会館十周年記念』1933年）
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山
口
仏
教
会
館

　
一
九
二
四
年
、
実
業
家
山
口
玄
洞
（
一
八
六
三
─
一
九
三
七
）
に
よ
り
「
山
口
仏
教
会
館
」
が
、
京
都
寺
町
丸
太
町
上

ル
東
側
に
建
設
さ
れ
た
。
山
口
は
、
尾
道
の
出
身
で
、
輸
入
モ
ス
リ
ン
の
独
占
販
売
な
ど
で
財
を
な
し
、
高
額
納
税
者
と
し
て
貴
族
院
議

員
も
つ
と
め
た
。
晩
年
は
事
業
を
後
進
に
譲
り
、
信
仰
生
活
に
入
り
、
郷
里
の
尾
道
や
京
都
・
滋
賀
の
寺
院
に
数
多
く
堂
舎
を
寄
進
し
、

大
阪
の
病
院
や
研
究
所
建
設
に
多
額
の
寄
付
を
行
っ
た
。
山
口
は
、
特
に
臨
済
宗
方
広
寺
派
管
長
の
間
宮
英
宗
に
私
淑
し
、
当
初
は
自
宅

に
招
請
し
て
法
話
会
を
開
催
し
て
い
た
が
、
個
人
の
住
宅
で
は
来
会
も
遠
慮
気
味
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
来
会
自
由
の
会
館
を
建
設
し
て
、

広
く
教
化
の
便
宜
を
図
る
こ
と
を
企
図
し
、
間
宮
を
館
長
に
迎
え
て
山
口
仏
教
会
館
を
建
設
し
た
。
設
計
は
求
道
会
館
と
同
じ
く
武
田
五

一
（
一
八
七
二
─
一
九
三
八
）
で
、
イ
ン
ド
の
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
様
式
を
加
味
し
た
概
観
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
で
あ
っ
た�
。

七
、
地
方
へ
の
波
及
と
多
様
化

　
大
正
末
年
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
、
仏
教
会
館
の
設
立
は
地
方
都
市
へ
と
ひ
ろ
が
り
、
設
置
主
体
・
目
的
・
事
業
内
容
な
ど
も
多
様

化
し
て
い
っ
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。

山
内
慶
華
会
館

　
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
十
一
月
、
長
崎
市
今
町
に
山
内
慶
華
財
団
の
事
業
と
一
環
と
し
て
「
山
内
慶
華
会
館
」
が

建
設
さ
れ
た
。
山
内
慶
華
財
団
は
、
長
崎
県
壱
岐
出
身
で
石
油
輸
入
業
や
ガ
ス
会
社
を
手
が
け
た
実
業
家
故
山
内
善
三
郎
の
遺
志
を
継
承

し
た
遺
族
よ
り
、
二
五
万
円
の
寄
付
を
受
け
、
二
二
年
七
月
に
認
可
・
設
立
さ
れ
た
。
事
務
所
を
京
都
市
三
条
に
置
き
、
本
願
寺
派
関
係

者
が
理
事
に
就
任
し
、
学
生
へ
の
学
資
補
助
、
真
宗
教
義
の
研
究
・
宣
伝
の
支
援
な
ど
を
主
な
事
業
目
的
と
し
、
後
に
京
都
洛
西
の
角
坊

別
院
門
前
に
学
生
寄
宿
舎
も
建
設
し
た
。
会
館
は
、
煉
瓦
造
洋
館
二
階
建
の
総
面
積
八
〇
坪
、
一
階
に
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
、
二
階
を
講

堂
と
し
て
毎
月
二
回
の
定
期
仏
教
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
市
民
の
公
会
堂
と
し
て
も
提
供
さ
れ
た�
。

築
地
会
館
・
仁
風
会
館
・
深
川
仏
教
会
館

　
関
東
大
震
災
後
、
前
述
の
よ
う
に
、
焼
失
し
た
明
治
会
館
の
跡
地
に
罹
災
者
救
護
の
た
め
の

施
設
が
建
築
さ
れ
た
。
築
地
本
願
寺
と
本
願
寺
派
と
は
、
同
様
の
「
会
館
」
の
名
称
を
付
し
た
社
会
事
業
施
設
を
、
他
に
も
数
か
所
東
京
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に
設
置
し
て
い
る
。

　
築
地
本
願
寺
跡
地
に
は
、
一
九
二
三
年
一
〇
月
に
内
務
省
臨
時
震
災
救
護
事
務
局
よ
り
バ
ラ
ッ
ク
建
築
資
材
の
提
供
を
受
け
、
翌
月
よ

り
労
働
者
宿
泊
所
、
罹
災
盲
生
収
容
所
、
託
児
所
の
三
事
業
を
実
施
し
た
。
二
四
年
六
月
に
新
宿
舎
が
完
成
し
、
宿
泊
所
を
こ
の
地
に
移

し
「
築
地
会
館
」
と
命
名
し
た
。
一
日
に
一
一
三
名
が
廉
価
で
宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き
、
毎
週
月
曜
日
に
宿
泊
者
を
対
象
に
精
神
修
養
会

を
開
催
し
た
。

　
東
京
三
河
島
町
（
現
荒
川
区
）
は
震
災
で
火
災
を
免
れ
た
も
の
の
、
密
集
し
た
長
屋
の
多
く
が
倒
壊
し
、
要
改
善
地
域
と
し
て
社
会
的

施
設
設
置
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
震
災
直
後
、
警
視
庁
が
罹
災
者
収
容
の
た
め
、
こ
の
地
に
バ
ラ
ッ
ク
九
棟
を
建
設
し
、
築
地
本
願

寺
は
そ
の
内
の
一
棟
を
譲
渡
さ
れ
託
児
所
を
経
営
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
本
願
寺
救
災
事
務
所
の
補
助
金
を
得
て
新
会
館
の
建
設
に
着
手

し
、
一
九
二
四
年
一
一
月
に
落
成
し
て
「
仁
風
会
館
」
と
命
名
し
た
。
一
階
に
遊
技
場
、
二
階
に
大
講
堂
が
あ
り
、
託
児
事
業
の
ほ
か
、

幼
稚
部
・
少
年
部
・
児
童
図
書
館
・
教
化
部
・
婦
人
裁
縫
部
・
助
産
部
・
助
葬
部
・
相
談
部
が
設
け
ら
れ
、
多
様
な
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
事
業

を
展
開
し
た
。

　
震
災
直
後
、
深
川
区
（
現
江
東
区
）
八
幡
公
園
内
に
は
、
東
京
市
が
罹
災
者
を
対
象
と
し
た
バ
ラ
ッ
ク
が
建
て
ら
れ
、
配
給
・
施
薬
・

浴
場
・
託
児
所
・
夜
学
校
の
な
ど
の
施
設
も
併
設
さ
れ
て
い
た
。
バ
ラ
ッ
ク
撤
去
後
、
す
べ
て
の
施
設
が
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
地
域
住
民
の

託
児
所
を
望
む
声
が
強
く
、
後
援
会
を
組
織
し
て
約
八
千
円
の
寄
付
金
を
集
め
た
。
こ
の
寄
付
金
を
託
さ
れ
た
築
地
本
願
寺
は
、
二
五
年

九
月
に
託
児
所
の
建
設
に
着
手
し
、
一
二
月
に
竣
工
。「
深
川
仏
教
会
館
」
と
命
名
し
て
、
翌
年
一
月
に
児
童
園
を
開
設
し
、
二
月
よ
り

日
曜
学
校
、
講
演
会
、
活
動
写
真
上
映
等
の
教
化
事
業
を
開
始
し
た�
。

　
こ
の
ほ
か
、
震
災
を
契
機
と
し
て
設
置
さ
れ
た
社
会
事
業
施
設
に
「
会
館
」
の
名
称
を
付
し
た
事
例
と
し
て
、
大
谷
派
の
「
横
浜
児
童

会
館
」、
曹
洞
宗
の
「
鶴
見
社
会
館
」、
東
京
浅
草
寺
の
「
浅
草
寺
三
軌
会
館
」
な
ど
が
あ
り�
、
そ
の
後
も
仏
教
系
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
隣

保
館
）
が
、
各
地
で
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
。
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東
大
仏
青
会
館
・
九
大
仏
青
会
館

　
大
正
期
に
は
衰
退
し
て
い
た
仏
教
青
年
会
の
活
動
も
盛
ん
と
な
り
、
大
正
期
末
に
は
、
東
京
帝
国
大

学
と
九
州
帝
国
大
学
の
仏
教
青
年
会
に
よ
り
会
館
が
設
立
さ
れ
た
。

　
明
治
末
年
以
降
、
東
京
帝
国
大
学
の
仏
教
青
年
会
組
織
で
あ
る
徳
風
会
は
衰
退
し
て
い
た
が
、
一
九
一
九
年
に
東
京
帝
国
大
学
仏
教
青

年
会
（
略
称
「
東
大
仏
青
」）
と
し
て
再
結
成
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
四
年
一
〇
月
に
は
、
約
八
万
円
の
経
費
を
投
じ
て
、「
東
京
帝
国
大
学

仏
青
会
館
」（
略
称
「
東
大
仏
青
会
館
」）
が
本
郷
に
竣
工
し
た
。
初
期
構
想
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
を
想
定
し
て
い
た
が
、
不
況
の

た
め
木
造
モ
ル
タ
ル
塗
三
階
建
と
な
り
、
三
五
年
に
は
本
格
的
会
館
の
建
築
を
目
指
し
て
本
会
館
期
成
会
が
結
成
さ
れ
た
。

　
本
格
的
な
会
館
の
建
設
は
、
戦
前
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
二
四
年
建
設
の
会
館
一
階
に
は
六
百
人
以
上
を
収
容
可
能
な
大
講

堂
を
備
え
て
お
り
、
こ
こ
を
拠
点
に
仏
教
青
年
会
の
活
動
は
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
二
四
年
一
一
月
二
日
に
開
館
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
際

に
、
①
研
究
事
業
（
宗
教
・
社
会
・
思
想
問
題
等
に
関
す
る
研
究
調
査
、
信
仰
問
題
談
話
会
）、
②
社
会
教
化
事
業
（
講
演
会
、
講
習
会
、

図
書
発
行
、
宗
教
図
書
室
経
営
、
補
習
教
育
、
少
年
教
化
事
業
〔
日
曜
学
校
〕、
人
事
法
律
相
談
所
設
置
、
学
生
寄
宿
舎
設
置
）、
③
連
絡

事
業
（
都
下
各
仏
教
青
年
会
と
の
連
絡
、
全
国
各
大
学
及
高
等
諸
学
仏
教
青
年
会
と
の
連
絡
、
其
他
青
年
仏
教
徒
諸
団
体
と
の
連
絡
）
な

ど
、
多
彩
な
新
事
業
計
画
が
発
表
さ
れ
、
順
次
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
会
館
は
外
部
の
各
種
会
合
に
有
料
で
貸
し
出
さ
れ
、
二
四

年
設
立
の
東
京
各
大
学
仏
教
青
年
会
連
盟
、
三
一
年
設
立
の
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
な
ど
、
そ
の
後
に
活
発
化
し
た
仏
教
青
年
会
の
連

合
組
織
の
中
核
的
施
設
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
た�
。

　
九
州
大
学
仏
教
青
年
会
は
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
五
月
、「
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
仏
教
青
年
会
」
と
し
て
発
足
し
た
。

一
宗
一
派
に
偏
し
な
い
仏
教
精
神
の
涵
養
を
通
じ
て
、
同
大
学
に
お
け
る
学
生
・
看
護
婦
・
教
職
員
・
患
者
に
仏
教
の
妙
理
を
会
得
さ
せ
、

不
動
の
境
地
に
至
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
発
足
当
初
の
活
動
は
、
月
次
講
演
会
・
信
仰
座
談
会
・
夏
期
講
演
会
な
ど
を
開

催
す
る
こ
と
が
中
心
で
、
著
名
な
仏
教
者
が
講
師
と
し
て
招
聘
さ
れ
た
。
一
一
年
、
大
学
の
名
称
変
更
に
と
も
な
い
「
九
州
帝
国
大
学
仏

教
青
年
会
」（
略
称
「
九
大
仏
青
」）
と
改
称
し
た
。
一
八
年
に
は
、
初
代
会
長
に
就
任
し
た
旭
憲
吉
教
授
が
中
心
と
な
っ
て
、
博
多
承
天
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図15　九大仏青会館
（『九州大学仏教青年会創立一〇〇周年記念誌慈悲のこころ　百年』2009年）

図14　東大仏青会館で開催された第二回全日本仏教青年会連盟総会
（1932年５月６日、『昭和八年仏教年鑑』1932年）



龍
谷
大
学
論
集

九
六

寺
内
祥
勝
院
に
無
料
診
療
院
を
設
置
し
、
そ
の
後
、
地
方
巡
回
診
療
・
災
害
慰
問
救
護
活
動
な
ど
も
実
施
し
た
。
二
一
年
、
社
団
法
人
と

し
て
の
認
可
を
受
け
、
二
六
年
三
月
に
は
、
福
岡
市
内
に
会
館
及
び
学
生
寮
「
九
州
帝
国
大
学
仏
青
会
館
」（
略
称
「
九
大
仏
青
会
館
」）

を
建
設
し
、
附
属
中
央
日
曜
学
校
も
開
設
し
た�
。

心
光
会
館

　
震
災
後
、
人
心
の
精
神
的
安
定
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
た
大
谷
派
浅
草
別
院
は
、
一
九
一
四
年
一
二
月
、
境
内
地
に
「
心

光
会
館
」
を
建
設
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
洋
館
二
階
建
で
、
一
階
に
五
百
人
収
容
可
能
の
講
堂
が
あ
り
、
二
階
に
大
小
八
室
の
和

室
が
あ
っ
た
。

　
毎
日
曜
日
に
講
演
会
、
水
曜
日
夜
に
精
神
問
題
応
答
会
、
土
曜
日
に
求
道
講
話
が
開
催
さ
れ
、
東
京
大
谷
婦
人
会
・
浅
草
本
願
寺
日
曜

学
校
・
東
京
大
谷
児
童
協
会
な
ど
の
関
係
教
化
団
体
の
本
部
事
務
所
が
置
か
れ
、
こ
れ
ら
諸
団
体
の
行
事
も
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
外
部

団
体
に
も
有
料
で
貸
し
出
さ
れ
、「
心
光
会
館
使
用
規
程
」
に
は
、「
本
会
館
ハ
仏
教
主
義
ノ
宣
伝
、
教
化
ニ
関
ス
ル
会
合
及
此
種
ノ
講
演

会
講
習
会
研
究
会
其
他
館
長
ニ
於
テ
適
当
ト
認
メ
タ
ル
諸
会
合
ノ
為
メ
ニ
提
供
致
シ
マ
ス
、
但
営
利
ノ
目
的
ト
ス
ル
興
行
ハ
御
断
リ
致
シ

マ
ス
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
た�
。

地
方
教
区
・
別
院
等
付
設
の
会
館

　
本
願
寺
派
・
大
谷
派
な
ど
で
は
、
大
正
末
年
以
降
、
東
京
だ
け
で
な
く
地
方
別
院
や
教
区
・
教
務
所

で
も
、
会
館
の
建
設
が
相
次
い
だ
。

　
一
九
二
四
年
、
本
願
寺
派
金
沢
別
院
輪
番
で
あ
っ
た
石
原
堅
正
の
尽
力
に
依
り
、
仏
教
青
年
会
館
が
開
館
し
た
。
金
沢
高
等
女
学
校
・

金
沢
予
備
校
・
幼
稚
園
な
ど
が
併
設
さ
れ
、
青
少
年
教
育
の
用
に
供
さ
れ
た�
。

　
一
九
二
五
年
一
二
月
、
大
谷
派
金
沢
別
院
の
境
内
地
に
「
金
沢
真
宗
会
館
」
が
落
成
し
た
。
建
物
は
、
二
階
建
で
、
同
派
金
沢
教
区
の

教
務
所
事
務
所
が
置
か
れ
、
総
会
所
・
婦
人
法
話
会
・
日
曜
学
校
・
幼
稚
園
・
講
習
会
等
に
使
用
さ
れ
た�
。

　
翌
二
六
年
一
一
月
に
は
、
本
願
寺
派
鹿
児
島
別
院
の
境
内
地
に
「
大
正
会
館
」
が
竣
工
し
た
。
建
築
様
式
は
近
世
式
サ
ラ
セ
ン
式
を
加

味
し
た
も
の
で
、
耐
震
・
耐
火
・
音
響
等
の
最
新
式
の
設
備
を
備
え
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
で
あ
っ
た
。
建
坪
一
二
〇
坪
、
総
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九
七

延
坪
二
三
〇
坪
で
、
一
階
の
講
堂
は
洋
式
、
二
階
は
純
日
本
式
で
あ
り
、
一
般
仏
教
講
座
・
婦
人
講
座
・
青
年
講
座
な
ど
が
開
催
さ
れ
た�
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
願
寺
派
機
関
誌
『
教
海
一
瀾
』、
大
谷
派
機
関
誌
『
真
宗
』
の
記
事
か
ら
、
各
地
で
以
下
の
会
館
が
建
設
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
確
認
で
き
る
。

一
九
二
七
年
一
一
月
落
成
、
本
願
寺
派
高
知
別
院
「
高
知
別
院
会
館
」

一
九
二
八
年
三
月
落
成

　
本
願
寺
派
兵
庫
教
務
所
「
神
戸
仏
教
会
館
」

一
九
二
八
年
五
月
落
成
、
本
願
寺
派
山
口
教
区
「
本
願
寺
山
口
会
館
」

一
九
二
八
年
七
月
落
成
、
本
願
寺
派
高
岡
教
区
「
水
波
仏
教
会
館
」

一
九
三
〇
年
三
月
落
成
、
本
願
寺
派
熊
本
教
区
「
本
願
寺
熊
本
会
館
」

一
九
三
一
年
落
成
、
本
願
寺
派
福
井
別
院
「
福
井
仏
教
会
館
」

一
九
三
一
年
一
二
月
落
成
、
本
願
寺
派
兵
庫
教
学
財
団
「
姫
路
仏
教
会
館
」

一
九
三
二
年
四
月
落
成
、
本
願
寺
派
別
府
別
院
「
別
府
仏
教
会
館
」

一
九
三
二
年
一
一
月
落
成

　
本
願
寺
派
津
村
別
院
「
大
阪
津
村
別
院
会
館
」

一
九
三
三
年
一
月
落
成

　
徳
島
市
富
田
浜
側
本
願
寺
派
説
教
所
「
徳
島
本
願
寺
会
館
」

一
九
三
三
年
四
月
落
成
、
大
谷
派
難
波
別
院
「
大
谷
会
館�
」

　
本
願
寺
派
・
大
谷
派
以
外
に
も
、
浄
土
宗
の
「
伝
通
会
館
」（
東
京
小
石
川
・
一
九
二
九
年
一
一
月
設
立
）、
仏
光
寺
派
の
「
婦
人
会

館
」（
京
都
市
・
一
九
三
〇
年
設
立
）、
時
宗
の
「
教
浄
寺
善
友
会
館
」（
岩
手
県
盛
岡
市
・
一
九
三
三
年
四
月
設
立
）
な
ど
の
存
在
を
確

認
で
き
る
が�
、
本
願
寺
派
関
係
設
立
の
会
館
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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図17　大正会館
（同会館落成記念絵葉書・本願寺派鹿児島別院所蔵）

図16　心光会館（大谷派本願寺参拝部編・発行『写真帖』1928年）
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図19　本願寺熊本会館
（同会館落成落成記念絵葉書・本願寺派鹿児島別院所蔵）

図18　水波仏教会館（同会館絵葉書・筆者所蔵）



龍
谷
大
学
論
集

一
〇
〇

春
風
荘
・
大
阪
仏
教
会
館
・
芦
屋
仏
教
会
館

　
資
産
家
が
資
金
を
提
供
し
て
会
館
を
新
築
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
事
例
は
、
前
述
の
山
口
玄
洞
に
よ
る
山
口
仏
教
会
館
が
先
駆
的
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
阪
神
地
域
を
中
心
に
富
豪
ら
の
資
金
提

供
に
よ
り
仏
教
会
館
が
建
設
さ
れ
た
。

　
春
風
荘
は
、
一
九
二
六
年
二
月
に
大
阪
天
王
寺
公
園
北
門
玉
水
園
内
に
建
設
さ
れ
た
。
永
田
駒
三
郎
が
単
独
で
五
万
円
の
経
費
を
投
じ

て
建
設
さ
れ
、
大
阪
で
は
初
め
て
の
仏
教
会
館
で
あ
っ
た
。
聖
徳
太
子
像
を
本
尊
と
し
て
安
置
し
、
毎
月
第
三
日
曜
日
の
午
後
に
一
味
会

と
い
う
信
仰
団
体
の
仏
教
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
一
味
会
に
は
婦
人
部
と
青
年
部
も
組
織
さ
れ
て
い
た
。
二
月
七
日
の
落
成
式
に
は
、

木
辺
派
法
主
の
木
辺
孝
慈
、
本
願
寺
派
の
利
井
興
隆
ら
が
講
演
し
た
。
永
田
駒
三
郎
と
い
う
人
物
の
経
歴
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
大
阪
の

富
豪
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
中
外
日
報
』
は
、
こ
の
春
風
荘
を
「
一
般
民
衆
に
は
一
寸
寄
り
つ
け
ぬ
別
荘
風
の
建
築
様
式
と
い
ひ
、

大
垣
を
は
め
た
ギ
コ
チ
な
い
装
ひ
か
ら
何
か
ら
何
ま
で
が
ブ
ル
ヂ
ヨ
ア
的
で
折
角
五
万
円
を
投
じ
て
建
て
な
が
ら
一
向
民
衆
の
為
に
は
な

つ
て
居
な
い
」
と
酷
評
し
て
い
る�
。

　
大
阪
仏
教
会
館
は
、
一
九
二
六
年
頃
に
大
阪
市
西
成
区
橘
通
に
建
設
さ
れ
た
。
建
設
の
主
体
と
な
っ
た
仏
教
奉
仕
会
は
、
二
〇
年
三
月

に
発
足
し
、
大
阪
市
北
区
宝
珠
院
（
真
言
宗
御
室
派
）
に
本
部
を
置
い
た
。
会
則
に
よ
れ
ば
、「
仏
教
ヲ
信
ズ
ル
者
ヲ
以
テ
組
織
シ
弘
法

大
師
ノ
遺
訓
ヲ
守
リ
上
皇
室
ヲ
尊
崇
シ
下
万
民
ノ
慶
福
ヲ
増
進
ス
ル
ヲ
目
的
」
と
し
、
碩
徳
高
僧
を
招
聘
し
た
布
教
活
動
、
文
書
伝
道
な

ど
を
事
業
に
掲
げ
て
い
た
。
会
設
立
の
主
唱
者
は
、
島
徳
蔵
・
永
田
仁
助
・
津
田
勝
五
郎
・
山
中
直
七
ら
大
阪
の
実
業
家
た
ち
で
あ
っ
た
。

特
に
会
長
の
津
田
勝
五
郎
（
守
保
）
と
副
会
長
の
山
中
直
七
と
は
鉄
鋼
問
屋
で
財
を
な
し
た
鉄
商
組
合
仲
間
で
、
こ
の
二
人
の
多
額
の
寄

付
で
会
館
が
建
設
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る�
。

　
芦
屋
仏
教
会
館
は
、
一
九
二
七
年
、
伊
藤
長
兵
衛
（
七
代
目
、
号
「
長
堂
」、
一
八
六
八
─
一
九
四
一
）
に
よ
り
、
兵
庫
県
芦
屋
市
に

建
設
さ
れ
た
。
伊
藤
長
兵
衛
は
、
滋
賀
県
犬
上
郡
河
瀬
村
（
現
彦
根
市
）
で
製
糸
業
を
営
む
若
林
又
三
郎
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
一
八

八
二
年
に
繊
維
品
の
小
売
業
を
全
国
展
開
す
る
同
郷
の
六
代
目
伊
藤
長
兵
衛
の
も
と
へ
営
業
見
習
と
し
て
入
家
し
た
。
翌
年
、
六
代
目
伊
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一
〇
一

藤
長
兵
衛
の
次
女
や
す
と
結
婚
し
て
同
家
に
入
籍
し
、
九
三
年
に
七
代
目
長
兵
衛
を
襲
名
し
た
。
七
代
目
長
兵
衛
は
、
丸
紅
の
前
身
で
あ

る
丸
紅
商
店
の
初
代
社
長
と
し
て
経
営
に
手
腕
を
振
う
と
と
も
に
慈
善
事
業
も
手
が
け
、
転
居
し
た
芦
屋
で
は
、
地
域
で
仏
教
信
仰
に
親

し
む
場
と
し
て
芦
屋
仏
教
会
館
を
建
設
し
た�
。

　
建
築
面
積
は
六
〇
坪
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
地
下
一
階
・
階
上
三
階
で
あ
っ
た
。
地
階
に
食
堂
・
料
理
室
・
管
理
人
室
な
ど
、

一
階
に
約
四
百
人
収
容
の
大
講
堂
と
事
務
室
な
ど
、
中
二
階
に
畳
敷
の
約
百
人
収
容
の
聴
講
席
・
電
機
配
電
室
な
ど
、
二
階
に
貴
賓
室
・

中
講
堂
・
会
議
室
な
ど
、
三
階
に
階
段
室
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
会
館
を
拠
点
と
し
て
、
崇
信
会
と
い
う
宗
教
修
養
団
体
が
組
織
さ
れ
、

発
足
時
に
約
二
百
人
の
会
員
が
あ
り
、
崇
信
会
主
催
に
よ
る
仏
教
講
演
会
や
学
術
講
演
会
が
定
期
的
に
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、

日
曜
学
校
・
婦
人
会
・
仏
教
青
年
会
の
組
織
、
雑
誌
の
発
行
な
ど
も
計
画
さ
れ
、
会
館
は
一
般
の
文
化
・
社
会
事
業
に
も
廉
価
で
貸
与
さ

れ
た
。

⎝100
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図21　重信会館
（2023年３月22日筆者撮影）

図20　芦屋仏教会館
（『芦屋仏教会館と其使命』1927年）



龍
谷
大
学
論
集

一
〇
二

　
以
上
の
ほ
か
、
各
地
の
資
産
家
で
宗
派
に
会
館
を
寄
付
し
た
事
例
と
し
て
、
一
九
二
五
年
に
木
原
善
太
郎
が
本
願
寺
派
福
岡
教
区
に
寄

付
し
た
「
城
南
仏
教
会
館
」、
二
六
年
に
高
松
市
の
直
江
フ
サ
子
が
本
願
寺
派
に
寄
付
し
た
「
直
江
仏
教
会
館
」、
同
年
に
福
岡
の
立
石
善

平
が
大
谷
派
の
た
め
に
建
設
し
た
「
福
岡
同
朋
会
館
」、
三
〇
年
に
実
業
家
で
大
谷
派
本
山
会
計
常
務
員
で
も
あ
っ
た
田
代
重
右
衛
門
が

京
都
市
下
京
区
廿
人
講
町
に
建
設
し
た
「
重
信
会
館
」
な
ど
が
あ
る
。

お
わ
り
に

　
大
正
期
に
建
設
さ
れ
は
じ
め
た
頃
の
仏
教
会
館
に
は
、
宗
派
仏
教
の
旧
弊
を
打
破
し
、
僧
侶
・
住
職
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に
依
拠
す
る
寺
院

経
営
・
教
化
活
動
か
ら
、
民
衆
に
開
か
れ
た
教
化
組
織
・
運
動
へ
の
変
化
を
促
す
原
動
力
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
仏
教
会
館
は
、
宗
派
と
そ
の
関
係
団
体
や
資
産
家
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
多
数

の
民
衆
が
設
立
に
関
わ
る
ケ
ー
ス
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
会
館
の
運
営
に
も
、
多
く
の
人
々
が
主
体
的
に
関
わ
る
事
例
は
少
な
く
、
あ
く
ま

で
部
外
者
の
聴
衆
と
し
て
、
会
館
の
講
演
や
行
事
に
受
動
的
に
参
加
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
仏
教
会
館
へ
の
大
き
な
期
待
を
表
明
し
た
『
中
外
日
報
』
も
、
昭
和
に
な
る
と
、
大
阪
で
の
会
館
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
何
ら
仏
教

の
民
衆
化
に
寄
与
し
て
い
な
い
と
厳
し
く
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
後
は
多
く
の
会
館
が
閉
鎖
さ
れ
、
現
在
も
宗
派
と
は
別
に
、
仏

教
会
館
と
し
て
の
独
自
の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
の
は
、
六
角
会
館
、
芦
屋
仏
教
会
館
、
東
大
仏
青
会
館
、
九
大
仏
青
会
館
な
ど
数
例
を

数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
の
意
味
で
仏
教
会
館
は
、
仏
教
教
化
事
の
ひ
ろ
が
り
と
多
様
化
に
資
す
る
一
面
が
あ
っ
た
一
方
で
、
大
正
期
以
降
の
仏
教
の
「
教
養

主
義
」「
精
神
修
養
」
的
傾
向
の
表
層
・
脆
弱
性
を
抱
え
込
む
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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近
代
仏
教
会
館
の
設
立
と
展
開（
中
西
）

一
〇
三

〔
註
〕

⑴��
特
殊
布
教
に
つ
い
て
は
、
中
西
直
樹
「
真
宗
布
教
近
代
化
の
一
断
面
─
本
願
寺
派
「
特
殊
布
教
」
の
成
立
過
程
を
中
心
に
─
」（
中
西
直

樹
・
近
藤
俊
太
郎
編
著
『
令
知
会
と
明
治
仏
教
』
不
二
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

⑵��

一
八
八
八
年
八
月
二
五
日
に
東
京
府
知
事
宛
に
申
請
さ
れ
た
「
私
立
女
子
文
芸
学
舎
設
置
願
」（
東
京
都
高
文
書
館
所
蔵
）
添
付
の
図
面
に

よ
る
。
な
お
、
当
該
申
請
書
は
、「
千
代
田
女
学
園
の
歴
史
」
編
集
部
編
『
千
代
田
女
学
園
の
歴
史
』
史
料
編
第
一
巻
（
千
代
田
女
学
園
中
学

校
・
高
等
学
校
、
一
九
九
四
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑶��

「
年
譜
」（
二
葉
憲
香
・
福
嶋
寛
隆
編
『
島
地
黙
雷
全
集
』
第
五
巻
（
本
願
寺
出
版
協
会
、
一
九
七
八
）、「
千
代
田
女
学
園
の
歴
史
」
編
纂
部

編
『
千
代
田
女
学
園
の
歴
史
』
史
料
編
第
一
巻
（
千
代
田
女
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
、
一
九
九
四
年
）、「
白
蓮
教
会
講
堂
建
築
寄
付
人
名

表
」（
一
八
八
三
年
四
月
五
日
・
五
月
一
三
日
付
『
奇
日
新
報
』）、「
白
蓮
会
」（
一
八
八
三
年
一
一
月
二
七
日
付
『
奇
日
新
報
』）、「
講
義
」

（
一
八
八
四
年
二
月
七
日
付
『
奇
日
新
報
』）、「
白
蓮
会
」（（
一
八
八
四
年
二
月
二
五
日
付
『
奇
日
新
報
』）、「
白
蓮
会
」（『
婦
人
教
会
雑
誌
』

一
号
、
一
八
八
八
年
二
月
）。

⑷��

「
仏
教
新
婚
式
」（『
三
寶
叢
誌
』
九
九
号
、
一
八
九
二
年
六
月
）、「
仏
教
者
新
婚
式
例
」（『
婦
人
雑
誌
』
五
四
号
、
一
八
九
二
年
七
月
）。
藤

井
宣
正
の
経
歴
に
関
し
て
は
、
中
西
直
樹
「
明
治
・
大
正
期
東
京
の
青
年
仏
教
者
─
徳
風
会
か
ら
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
へ
─
」（『
仏
教
文
化

研
究
論
集
』
第
二
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑸��

中
西
直
樹
『
日
本
近
代
の
仏
教
女
子
教
育
』
第
Ⅰ
部
第
一
章
（
法
藏
館
、
二
〇
〇
四
年
）。

⑹��

桑
田
衡
平
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
高
木
武
三
郎
編
『
上
宮
教
会
八
十
年
史
』（
社
会
福
祉
法
人
上
宮
教
会
、
一
九
七
七
年
）
を
参
照
。

⑺��

中
西
直
樹
『
仏
教
と
医
療
福
祉
の
近
代
史
』
第
Ⅰ
部
第
一
章
（
法
藏
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。

⑻��

「
仏
教
講
堂
の
新
築
」（
一
八
九
〇
年
八
月
一
二
日
付
『
明
教
新
誌
』、「
浄
心
館
開
館
式
」（
一
八
九
〇
年
九
月
一
〇
日
付
『
明
教
新
誌
』）、

「
浄
土
館
開
業
祝
辞
」（
一
八
九
〇
年
九
月
一
六
日
付
『
明
教
新
誌
』）。

⑼��

『
信
道
会
館
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
』（
財
団
法
人
信
道
会
館
、
一
九
三
一
年
）、『
信
道
会
館
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』（
財
団
法
人
信
道
会

館
、
一
九
七
二
年
）。

⑽��

明
如
伝
記
編
纂
所
編
『
明
如
上
人
伝
』
六
五
四
～
六
六
三
頁
（
明
如
上
人
廿
五
年
忌
臨
時
法
要
事
務
所
、
一
九
二
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
一
八

八
四
年
一
二
月
二
日
に
内
務
省
に
設
立
を
届
け
出
た
説
教
所
は
、
本
願
寺
派
だ
け
で
一
四
八
に
及
ん
だ
と
さ
れ
る
。
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龍
谷
大
学
論
集

一
〇
四

⑾��

当
時
の
仏
教
雑
誌
に
は
、
嶺
南
山
人
「
駿
河
台
ニ
コ
ラ
イ
会
堂
落
成
の
風
説
を
聞
て
所
感
を
陳
ふ
」（『
令
知
会
雑
誌
』
六
七
号
、
一
八
八
九

年
一
〇
月
）、
虎
白
山
人
「
ニ
コ
ラ
イ
堂
」（『
反
省
会
雑
誌
』
六
年
二
号
、
一
八
九
一
年
二
月
）、
虎
白
山
人
「
ニ
コ
ラ
イ
堂
を
観
る
」（『
反
省

会
雑
誌
』
六
年
五
号
、
一
八
九
一
年
五
月
）
な
ど
、
東
京
復
活
大
聖
堂
に
言
及
し
た
論
説
・
記
事
を
散
見
し
、
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。

⑿��

「
仏
教
教
会
堂
を
起
さ
ん
と
す
」「
ケ
イ
エ
ス
生
の
書
翰
」（『
伝
道
会
雑
誌
』
五
年
一
号
、
一
八
九
二
年
一
月
）。

⒀��

「
仏
教
会
堂
設
立
の
必
要
」（
一
八
九
六
年
四
月
一
四
日
付
『
明
教
新
誌
』）。

⒁��

「
大
日
本
護
法
館
趣
意
書
」（
一
八
九
六
年
四
月
一
二
日
付
『
明
教
新
誌
』）。

⒂
⒃

　
前
掲
「
明
治
・
大
正
期
東
京
の
青
年
仏
教
者
─
徳
風
会
か
ら
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
へ
─
」。

⒄��

「
大
日
本
仏
教
青
年
会
秋
季
大
会
」（
一
八
九
八
年
一
二
月
一
四
日
付
『
明
教
新
誌
』）、「
仏
教
青
年
会
大
会
」（『
佛
教
』
一
四
五
号
、
一
八

九
八
年
一
二
月
）、「
大
日
本
仏
教
青
年
会
の
近
況
」（『
政
教
時
報
』
一
号
、
一
八
九
九
年
一
月
一
日
）。

⒅��

「
大
日
本
仏
教
青
年
会
の
春
期
大
会
」（『
政
教
時
報
』
八
号
、
一
八
九
九
年
四
月
一
五
日
）、「
大
日
本
仏
教
青
年
会
秋
季
大
会
」（『
政
教
時

報
』
二
一
号
、
一
八
九
九
年
一
一
月
一
日
）、「
仏
教
青
年
会
春
季
大
会
」（『
政
教
時
報
』
二
八
号
、
一
九
〇
〇
年
四
月
一
日
）、「
大
日
本
仏
教

青
年
会
春
季
大
会
」（『
政
教
時
報
』
五
一
号
、
一
九
〇
一
年
三
月
一
五
日
）。

⒆
⒇

　
前
掲
「
明
治
・
大
正
期
東
京
の
青
年
仏
教
者
─
徳
風
会
か
ら
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
へ
─
」。

㉑��

加
藤
咄
堂
「
大
日
本
仏
教
青
年
会
に
望
む
」（
一
九
〇
九
年
七
月
七
日
付
『
中
外
日
報
』）、
呑
仏
「
奮
起
せ
よ
青
年
仏
教
徒
」（『
新
仏
教
』

一
四
巻
二
号
、
一
九
一
三
年
二
月
）。

㉒��

「
仏
青
の
会
館
建
築
」（『
警
世
』
二
一
八
号
、
一
九
一
四
年
二
月
）、「
仏
青
会
館
準
備
相
談
会
」（『
警
世
』
二
一
九
号
、
一
九
一
四
年
三
月
）。

㉓��

中
西
直
樹
『
新
仏
教
と
は
何
で
あ
っ
た
か
─
近
代
仏
教
改
革
の
ゆ
く
え
─
』
第
七
章
（
法
藏
館
、
二
〇
一
八
年
）。

㉔��

「
会
堂
建
設
計
画
発
表
」（『
新
仏
教
』
六
巻
七
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
）。

㉕��

高
島
米
峰
「
会
堂
建
設
計
画
発
表
に
つ
い
て
」（『
新
仏
教
』
六
巻
八
号
、
一
九
〇
五
年
八
月
）。

㉖��

「
新
仏
教
徒
同
志
会
々
堂
」、
高
島
米
峰
「
新
仏
教
徒
同
志
会
々
堂
に
つ
い
て
」（『
新
仏
教
』
七
巻
四
号
、
一
九
〇
六
年
四
月
）。

㉗��

前
掲
「
新
仏
教
徒
同
志
会
々
堂
に
つ
い
て
」
に
よ
れ
ば
、
約
九
か
月
間
に
集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
設
計
料
の
支
払
い
で
す
べ
て
費
消
し
て
い

る
。『
新
仏
教
』
一
〇
巻
一
号
（
一
九
〇
九
年
一
月
）
掲
載
の
「
謝
辞
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
段
階
で
も
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
惟
一
館
を
借
用
し
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近
代
仏
教
会
館
の
設
立
と
展
開（
中
西
）

一
〇
五

て
活
動
し
て
お
り
、
石
炭
や
茶
の
代
金
さ
え
も
支
払
っ
て
お
ら
ず
、
会
の
運
営
は
経
済
的
に
か
な
り
苦
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

㉘
㉙

　
「
仏
教
青
年
伝
道
会
史
」（『
青
年
伝
道
』
九
三
号
、
一
九
一
一
年
六
月
）。
常
務
幹
事
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
井
上
泰
岳
編
『
現
代
仏

教
家
人
名
辞
典
』（
現
代
仏
教
家
人
名
辞
典
刊
行
会
、
一
九
一
七
年
）、
大
橋
俊
雄
『
浄
土
宗
仏
家
人
名
事
典
』（
東
洋
文
化
出
版
、
一
九
八
一

年
）
を
参
照
。

㉚��

前
掲
「
仏
教
青
年
伝
道
会
史
」。

㉛��

「
本
会
綱
領
」（『
青
年
伝
道
』
一
八
号
、
一
九
〇
五
年
二
月
）。

㉜��

来
馬
琢
道
「
釈
尊
降
誕
祝
賀
園
遊
会
の
記
」（『
青
年
伝
道
』
二
二
号
、
一
九
〇
五
年
五
月
）、「
会
則
」（『
青
年
伝
道
』
三
七
号
、
一
九
〇
六

年
八
月
）、「
青
年
伝
道
会
小
史
」（『
青
年
伝
道
』
五
〇
号
、
一
九
〇
七
年
九
月
）。

㉝��

「
会
則
改
正
」（『
青
年
伝
道
』
四
二
号
、
一
九
〇
七
年
一
月
）。

㉞��

来
馬
琢
道
「
落
花
録
（
大
日
本
仏
教
徒
大
会
雑
記
）」、「
雑
報
」（『
青
年
伝
道
』
四
六
号
、
一
九
〇
七
年
五
月
）。

㉟��

「
仏
教
青
年
伝
道
会
堂
建
設
趣
意
書
」（『
青
年
伝
道
』
四
九
号
、
一
九
〇
七
年
八
月
）。

㊱��

「
仏
教
青
年
伝
道
会
堂
建
設
発
表
」（『
青
年
伝
道
』
四
五
号
、
一
九
〇
七
年
四
月
）、「
仏
教
青
年
伝
道
会
堂
建
設
発
願
文
」（『
青
年
伝
道
』

五
三
号
、
一
九
〇
七
年
一
二
月
）、「
仏
教
青
年
伝
道
会
堂
の
建
築
」（『
青
年
伝
道
』
九
三
号
、
一
九
一
一
年
六
月
）。

㊲��

「
伝
道
会
堂
開
堂
式
の
記
」（『
青
年
伝
道
』
九
四
号
、
一
九
一
一
年
八
月
）。
開
堂
式
の
様
子
を
批
判
し
た
も
の
と
し
て
、
加
藤
咄
堂
「
青
年

仏
教
徒
の
妄
動
」（『
新
仏
教
』
一
〇
巻
七
号
（
一
九
〇
九
年
七
月
）
が
あ
る
。

㊳��

「
仏
教
会
館
設
立
寄
付
募
集
」「
本
会
記
事
」（『
万
国
仏
教
青
年
連
合
会
会
報
』
第
二
号
、
一
九
〇
三
年
一
〇
月
）。

㊴��

中
西
直
樹
『
本
願
寺
と
鉄
道
の
近
代
史
』
第
三
章
（
三
人
社
、
二
〇
二
三
年
）。

㊵��

前
掲
『
明
如
上
人
伝
』
八
〇
六
頁
、「
本
派
総
会
所
移
転
」（
一
八
九
六
年
八
月
九
日
付
『
京
都
新
報
』）、「
本
派
新
築
総
会
所
の
開
所
」

（『
教
海
一
瀾
』
二
九
号
、
一
八
九
八
年
九
月
二
六
日
）。

㊶��

「
本
願
寺
会
館
設
立
」（『
教
海
一
瀾
』
三
一
三
号
、
一
九
〇
六
年
六
月
二
日
）。

㊷��

「
本
願
寺
会
館
の
発
館
式
」（『
教
海
一
瀾
』
三
一
七
号
、
一
九
〇
六
年
六
月
三
〇
日
）。

㊸��

「
本
願
寺
会
館
の
開
館
式
」（『
教
海
一
瀾
』
三
一
八
号
、
一
九
〇
六
年
七
月
七
日
）、「
本
願
寺
会
館
の
講
話
」（『
教
海
一
瀾
』
三
一
九
号
、

一
九
〇
六
年
七
月
一
四
日
）。
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一
〇
六

㊹��

「
大
阪
教
況
」（『
教
海
一
瀾
』
三
七
七
号
、
一
九
〇
七
年
八
月
二
一
日
）。

㊺��

「
大
阪
青
年
会
館
会
館
式
」（『
教
海
一
瀾
』
三
八
四
号
、
一
九
〇
七
年
一
〇
月
一
二
日
）。

㊻��
「
仏
教
会
堂
建
築
趣
意
書
」「
建
築
方
法
の
大
要
」（『
婦
人
雑
誌
』
第
二
一
九
号
、
一
九
〇
六
年
四
月
）。

㊼��
「
仏
教
会
堂
建
築
補
助
」（『
三
寶
叢
誌
』
二
七
三
号
、
一
九
〇
六
年
一
二
月
）、「
仏
教
会
堂
建
築
補
助
金
」（『
婦
人
雑
誌
』
二
二
八
号
、
一

九
〇
七
年
一
月
）。

㊽��

「
築
地
本
願
寺
龍
谷
会
」（『
教
海
一
瀾
』
四
一
七
号
、
一
九
〇
八
年
五
月
三
〇
日
）。

㊾��

「
東
京
仏
教
会
館
の
開
始
」（『
教
海
一
瀾
』
四
六
九
号
、
一
九
一
〇
年
四
月
一
日
）、「
明
治
会
館
の
臨
時
講
演
」（『
教
海
一
瀾
』
四
七
四
号
、

一
九
一
〇
年
九
月
一
日
）、「
本
派
本
願
寺
東
京
会
堂
明
治
会
館
建
築
」（『
婦
人
雑
誌
』
三
三
八
号
、
一
九
一
六
年
三
月
）、「
明
治
会
館
建
築
に

就
て
」（『
教
海
一
瀾
』
六
一
七
号
、
一
九
一
七
年
九
月
一
〇
日
）。

㊿��

「
明
治
会
館
再
築
計
画
」（『
教
海
一
瀾
』
五
三
五
号
、
一
九
一
三
年
四
月
一
日
）、
前
掲
「
本
派
本
願
寺
東
京
会
堂
明
治
会
館
建
築
」。

���

「
豊
橋
日
曜
学
園
」（『
龍
谷
週
報
』
六
五
号
、
一
九
一
〇
年
五
月
二
一
日
）、「
会
館
の
鉄
道
布
教
」（『
教
海
一
瀾
』
五
一
六
号
、
一
九
一
二

年
一
〇
月
一
五
日
）、「
豊
橋
会
館
の
法
要
と
近
状
」（『
教
海
一
瀾
』
五
三
七
号
、
一
九
一
三
年
五
月
一
日
）、「
豊
橋
教
院
遷
仏
会
」（『
教
海
一

瀾
』
五
六
五
号
、
一
九
一
三
年
七
月
三
日
）。

���

「
新
築
さ
れ
た
る
崇
徳
会
館
」（
一
九
一
一
年
一
二
月
二
一
日
付
『
中
外
日
報
』）、
熊
田
重
邦
『
近
代
真
宗
の
展
開
と
安
芸
門
徒
』（
広
島
女

子
大
学
、
一
九
八
三
年
）、
崇
徳
学
園
百
二
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
崇
徳
学
園
百
二
十
年
史
』（
学
校
法
人
崇
徳
学
園
、
一
九
九
五
年
）。

�
�

　
「
上
宮
教
会
の
会
堂
」（『
三
寶
叢
誌
』
二
七
七
号
、
一
九
〇
七
年
四
月
）、「
上
宮
教
会
創
立
当
時
の
事
情
」（
一
九
一
五
年
七
月
九
日
付

『
中
外
日
報
』）、
高
木
武
三
郎
編
『
上
宮
教
会
八
十
年
史
』（
社
会
福
祉
法
人
上
宮
教
会
、
一
九
七
七
年
）、
斎
藤
一
暁
『
河
瀬
秀
治
先
生
伝
』

（
財
団
法
人
上
宮
教
会
、
一
九
四
一
年
）。

���

「
京
都
最
古
の
婦
人
会
」（
一
九
〇
九
年
六
月
二
〇
日
付
『
中
外
日
報
』）、『
仏
教
婦
人
会
年
鑑
』
一
四
七
─
一
四
八
頁
（
仏
教
婦
人
会
連
合

本
部
、
一
九
三
二
年
）、『
京
都
婦
人
慈
善
教
会
・
京
都
仏
教
婦
人
会
・
六
角
仏
教
会

　
百
年
の
あ
ゆ
み
』（
宗
教
法
人
六
角
仏
教
会
、
一
九
九

三
年
）。

���

「
慈
善
教
会
起
工
式
」（（『
教
海
一
瀾
』
四
七
二
号
、
一
九
一
〇
年
七
月
一
日
）、「
婦
人
慈
善
教
会
の
開
館
式
」（（『
教
海
一
瀾
』
四
九
三
号
、

一
九
一
一
年
七
月
一
日
）
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近
代
仏
教
会
館
の
設
立
と
展
開（
中
西
）

一
〇
七

���

前
掲
『
仏
教
婦
人
会
年
鑑
』
一
四
七
─
一
四
八
頁
、
前
掲
『
京
都
婦
人
慈
善
教
会
・
京
都
仏
教
婦
人
会
・
六
角
仏
教
会

　
百
年
の
あ
ゆ
み
』。

���
「
訓
示
」（『
婦
人
教
会
雑
誌
』
三
三
号
、
一
八
九
〇
年
一
〇
月
）、「
婦
人
法
話
会
」（『
道
之
友
』
八
号
、
一
八
九
〇
年
一
〇
月
）、「
婦
人
法

話
会
」（『
本
山
報
告
』
六
三
号
、
一
八
九
〇
年
九
月
二
五
日
）。

���

婦
人
法
話
会
編
『
五
十
年
史
要
』
八
～
三
八
頁
（
真
宗
大
谷
派
婦
人
法
話
会
、
一
九
四
一
年
）。

���

「
婦
人
法
話
会
」（『
宗
報
』
一
二
一
号
、
一
九
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
）、
前
掲
『
五
十
年
史
要
』
五
四
～
五
七
頁
。

���

「
教
界
時
観
」（
一
九
一
五
年
八
月
二
六
日
付
『
中
外
日
報
』。

���

「
報
道
一
束
」「
広
告
」（『
政
教
時
報
』
八
八
号
、
一
九
〇
二
年
一
〇
月
一
日
）、
常
光
浩
然
『
明
治
の
仏
教
者
』
下
（
春
秋
社
、
一
九
六
九

年
）、
前
掲
「
明
治
・
大
正
期
東
京
の
青
年
仏
教
者
─
徳
風
会
か
ら
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
へ
─
」、
岩
田
文
昭
『
近
代
仏
教
と
青
年
─
近
角
常

観
と
そ
の
時
代
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）。

���

「
求
道
会
舘
設
立
趣
意
書
」（『
政
教
時
報
』
一
〇
五
号
、
一
九
〇
三
年
一
〇
月
二
八
日
）。

���

近
角
常
観
「
求
道
会
舘
設
の
趣
旨
を
披
瀝
す
」（『
政
教
時
報
』
一
〇
五
号
、
一
九
〇
三
年
一
〇
月
二
八
日
）。

���

「
求
道
会
館
建
設
の
相
談
会
及
其
発
表
」（『
求
道
』
八
巻
四
号
、
一
九
一
一
年
九
月
）。

���

「
求
道
会
館
落
成
式
報
告
講
演
速
記
」（『
求
道
』
一
三
巻
一
号
、
一
九
一
六
年
一
月
）。

���

「
会
館
構
造
概
説
」（『
求
道
』
一
二
巻
三
号
、
一
九
一
五
年
一
〇
月
）。

���

前
掲
『
上
宮
教
会
八
十
年
史
』、「
中
央
仏
教
会
館
建
設
事
業
経
過
概
要
」（『
中
央
仏
教
』
五
巻
一
一
号
、
一
九
二
一
年
一
一
月
）。

���

「
三
十
万
円
の
記
念
会
堂
を
建
設
せ
ん
と
て
の
準
備
運
動
」（
一
九
一
五
年
八
月
二
一
日
付
『
中
外
日
報
』、「
中
央
仏
教
会
館
発
起
人
会
」

（『
警
世
』
二
三
九
号
、
一
九
一
五
年
一
一
月
）
を
参
照
し
て
誤
字
等
を
修
正
し
た
。

���

前
掲
『
上
宮
教
会
八
十
年
史
』、
前
掲
「
中
央
仏
教
会
館
建
設
事
業
経
過
概
要
」。

���

前
掲
『
新
仏
教
と
は
何
で
あ
っ
た
か
─
近
代
仏
教
改
革
の
ゆ
く
え
─
』
第
八
章
。

���

前
掲
『
上
宮
教
会
八
十
年
史
』、
前
掲
「
中
央
仏
教
会
館
建
設
事
業
経
過
概
要
」、「
中
央
仏
教
会
館
工
事
着
手
」（
一
九
二
〇
年
三
月
一
八
日

付
『
中
外
日
報
』）。

���

土
屋
詮
教
編
『
昭
和
五
年
仏
教
年
鑑
』（
仏
教
年
鑑
社
、
一
九
二
九
年
）。

���

「
本
願
寺
派
東
京
会
堂
明
治
会
館
新
築
決
定
」（『
婦
人
雑
誌
』
三
四
五
号
、
一
九
一
六
年
一
〇
月
）、「
明
治
会
館
建
築
に
就
て
」（『
婦
人
雑
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一
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八

誌
』
三
五
七
号
、
一
九
一
七
年
一
〇
月
）、「
明
治
会
館
の
開
館
式
」（『
婦
人
雑
誌
』
三
六
六
号
、
一
九
一
八
年
七
月
）。

���

松
岡
了
眼
編
『
築
地
本
願
寺
社
会
部
事
業
要
覧

　
大
正
十
四
年
度
』（
一
九
二
六
年
）、
梅
山
英
夫
編
『
東
京
築
地
本
願
寺
社
会
部
事
業
要
覧

　
昭
和
三
年
九
月
』（
一
九
二
八
年
）、
柘
植
慈
想
夫
編
『
東
京
築
地
本
願
寺
社
会
部
事
業
要
覧

　
昭
和
六
年
九
月
』（
一
九
三
一
年
）、
千
葉
乗

隆
編
『
新
修
築
地
別
院
史
』（
本
願
寺
築
地
別
院
、
一
八
八
五
年
）、

�
�

　
伊
東
忠
太
「
寺
院
将
来
の
建
築
」（
一
九
一
三
年
一
二
月
八
・
一
一
日
付
『
中
外
日
報
』）。
伊
東
は
、『
中
央
仏
教
』
八
巻
二
号
（
一
九
一

四
年
一
月
）
掲
載
の
「
耐
火
的
仏
寺
建
築
と
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
で
も
同
様
の
主
張
を
く
り
返
し
て
い
る
。

�
�

　
「
会
館
時
代
へ
」（
一
九
二
三
年
四
月
一
八
日
付
『
中
外
日
報
』）。

���

「
高
倉
会
館
開
館
式
」（『
宗
報
』
二
四
七
号
、
一
九
二
二
年
五
月
）。

���

「
高
倉
会
館
」（『
宗
報
』
二
四
八
号
、
一
九
二
二
年
六
月
）。

���

佐
々
木
親
善
編
『
旧
顕
道
学
校
同
窓
所
感
集
』（
顕
道
会
館
、
一
九
三
三
年
）、
中
西
直
樹
『
近
代
西
本
願
寺
を
支
え
た
在
家
信
者
─
評
伝
松

田
甚
左
衛
門
─
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
七
年
）。

���

「
顕
道
会
館
新
築
」（『
教
海
一
瀾
』
六
七
六
号
、
一
九
二
一
年
一
〇
月
二
五
日
）、
佐
々
木
親
善
編
『
顕
道
会
館
十
周
年
記
念
』（
顕
道
会
館
、

一
九
三
三
年
）。

���

前
掲
『
旧
顕
道
学
校
同
窓
所
感
集
』。

���

中
野
楚
溪
編
『
仰
景
帖
』（
山
口
家
文
庫
、
一
九
三
八
年
）、
株
式
会
社
山
口
玄
編
・
刊
『
山
口
玄
八
十
年
』（
一
九
六
五
年
）。

���

「
山
内
慶
華
財
団
の
設
立
」（『
教
海
一
瀾
』
六
八
七
号
、
一
九
二
三
年
九
月
）、「
山
内
慶
華
会
館
落
成
式
」（『
教
海
一
瀾
』
六
八
九
号
、
一

九
二
三
年
一
一
月
）、「
山
内
慶
華
寮
開
寮
式
」（『
教
海
一
瀾
』
七
三
三
号
、
一
九
二
七
年
九
月
）。

���

「
仁
風
会
館
落
成
式
」（『
教
海
一
瀾
』
七
〇
〇
号
、
一
九
二
四
年
一
一
月
）、「
仁
風
会
館
の
事
業
」「
深
川
仏
教
会
館
」（『
教
海
一
瀾
』
七
五

四
号
、
一
九
二
九
年
八
月
）、
前
掲
『
築
地
本
願
寺
社
会
部
事
業
要
覧

　
大
正
十
四
年
度
』。

���

大
谷
派
本
願
寺
巻
頭
復
興
事
務
局
編
『
関
東
大
震
災
と
東
本
願
寺
』（
一
九
二
七
年
）、
曹
洞
宗
務
院
教
学
部
編
『
曹
洞
宗
社
会
事
業
要
覧
』

（
一
九
二
七
年
）、
大
森
公
亮
編
『
浅
草
寺
社
会
事
業
年
報
』
昭
和
三
年
版
（
浅
草
寺
社
会
部
、
一
九
二
八
年
）。

���

「
東
京
帝
国
大
仏
青
会
舘
の
開
舘
式
と
今
後
の
新
事
業

　
活
躍
の
新
陣
容
全
く
成
る
」（
一
九
二
四
年
一
〇
月
二
五
日
付
『
中
外
日
報
』）、
稲

葉
文
海
「
東
京
帝
国
大
学
仏
教
青
年
会
の
活
動
」（
吉
田
龍
英
編
『
昭
和
八
年
仏
教
年
鑑
』
仏
教
年
鑑
社
、
一
九
三
二
年
）、「
仏
陀
成
道
の
聖
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近
代
仏
教
会
館
の
設
立
と
展
開（
中
西
）

一
〇
九

辰
を
卜
し
東
京
青
年
教
徒
の
大
烽
火
」（
一
九
二
四
年
一
二
月
一
〇
日
付
『
中
外
日
報
』）、「
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
史
稿
」（『
青
年
仏
徒
』

一
巻
一
・
五
号
、
一
九
三
六
年
七
・
一
一
月
）、
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
編
・
刊
『
財
団
法
人
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
創
立
九
十
周
年
記
念

誌
』（
二
〇
一
〇
年
）、
一
色
大
悟
「
東
京
帝
国
大
学
仏
教
青
年
会
を
め
ぐ
る
雑
記
─
あ
る
い
は
近
代
仏
教
と
近
代
日
本
の
現
場
」（『
仏
教
文

化
』
六
一
号
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
）。

���

九
州
大
学
仏
教
青
年
会
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
『
九
州
大
学
仏
教
青
年
会
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
慈
悲
の
こ
こ
ろ

　
百

年
』（
社
団
法
人
九
州
大
学
仏
教
青
年
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
前
掲
『
仏
教
と
医
療
・
福
祉
の
近
代
史
』
第
Ⅰ
部
第
二
章
。

���

「
東
京
心
光
会
館
」（『
真
宗
』
二
八
三
・
二
八
四
号
（
一
九
一
五
年
六
月
）、「
東
京
心
光
会
館
」（『
真
宗
』
二
九
二
四
号
（
一
九
一
六
年
二

月
）、
前
掲
『
関
東
大
震
災
と
東
本
願
寺
』。

���

「
石
原
堅
正
」（
城
端
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
城
端
町
史
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）、「
仏
教
青
年
会
館
落
成
記
念
絵
葉
書
」
大
谷
廟
所

発
行
。

���

「
金
沢
真
宗
会
館
」（『
真
宗
』
二
九
一
号
、
一
九
一
六
年
一
月
）。

���

「
大
正
会
館
落
成
式
」（『
教
海
一
瀾
』
七
二
四
号
、
一
九
二
六
年
一
一
月
）、
開
教
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
本
願
寺
鹿
児
島
開
教
百
年
史
』

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
鹿
児
島
教
務
所
・
鹿
児
島
別
院
、
一
九
八
七
年
）。

���

「
高
知
別
院
会
館
落
成
式
」（『
教
海
一
瀾
』
七
三
五
号
、
一
九
二
七
年
一
二
月
）、「
神
戸
仏
教
会
館
竣
工
」（『
教
海
一
瀾
』
七
三
七
号
、
一

九
二
八
年
一
月
）、「
山
口
会
館
落
成
式
」（『
教
海
一
瀾
』
七
四
一
号
、
一
九
二
八
年
六
月
）、「
水
波
仏
教
会
館
慶
讃
美
会
」（『
教
海
一
瀾
』
七

四
三
号
、
一
九
二
八
年
八
月
）、「
熊
本
会
館
落
成
式
」（『
教
海
一
瀾
』
七
六
一
号
、
一
九
三
〇
年
四
月
）、「
福
井
仏
教
会
館
類
焼
」（『
教
海
一

瀾
』
八
〇
五
号
、
一
九
三
四
年
一
月
）、「
姫
路
仏
教
会
館
新
築
」（『
教
海
一
瀾
』
七
八
一
号
、
一
九
三
二
年
一
月
）、「
別
府
仏
教
会
館
成
る
」

（『
教
海
一
瀾
』
七
八
四
号
、
一
九
三
二
年
四
月
）、「
大
阪
津
村
別
院
会
館
新
設
第
一
期
工
事
」（『
教
海
一
瀾
』
七
八
三
号
、
一
九
三
二
年
三

月
）、「
津
村
別
院
の
洋
館
落
成
式
」（『
教
海
一
瀾
』
七
九
〇
号
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
）「
徳
島
本
願
寺
会
館
落
成
」（（『
教
海
一
瀾
』
七
九
五

号
、
一
九
三
三
年
三
月
）、「
難
波
別
院
大
谷
会
館
の
落
成
」（『
真
宗
』
三
七
九
号
、
一
九
三
三
年
五
月
）。

���

横
井
淳
道
編
『
浄
土
宗
社
会
事
業
一
覧

　
昭
和
十
四
年
九
月
』（
浄
土
宗
宗
務
所
社
会
課
、
一
九
三
九
年
）、『
仏
光
寺
婦
人
会
館
新
築
記

念
』
一
九
三
〇
年
、
時
宗
教
務
院
社
会
課
編
・
刊
『
昭
和
九
年
三
月
末
現
在

　
時
宗
社
会
事
業
要
覧
』。

���

「
大
阪
に
初
め
て
の
仏
教
会
館

　
宗
教
講
堂
春
風
荘
落
成
」（
一
九
二
六
年
二
月
七
日
付
『
中
外
日
報
』）、「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
の
道
楽
と
し
て
の
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龍
谷
大
学
論
集

一
一
〇

仏
教
会
館
建
設
」（
一
九
二
八
年
八
月
五
日
付
『
中
外
日
報
』）、
永
田
駒
三
郎
編
『
聖
徳
太
子
』（
春
風
荘
、
一
九
三
五
年
）。

���

「
仏
教
奉
仕
会
」（『
六
大
新
報
』
八
八
九
号
、
一
九
二
〇
年
一
一
月
）、「
建
設
を
急
ぐ
奉
仕
会
の
大
阪
仏
教
会
館
」（
一
九
二
六
年
五
月
四
日

付
『
中
外
日
報
』）、
長
島
修
「
明
治
期
鉄
鋼
問
屋
の
成
立
と
展
開
─
大
阪
鉄
商
津
田
勝
五
郎
商
店
の
成
立
と
展
開
─
」（『
経
営
史
学
』
三
二
巻

二
号
、
一
九
九
七
年
）。

���

前
掲
『
染
香
人
（
伊
藤
長
堂
翁
追
慕
録
）』
所
収
「
略
歴
」、
丸
紅
株
式
会
社
社
史
編
纂
室
編
『
丸
紅
前
史
』
六
九
～
七
〇
頁
（
丸
紅
、
一
九

七
七
年
）。

⎝100��

山
西
喜
一
郎
編
『
芦
屋
仏
教
会
館
と
其
使
命
』（
芦
屋
仏
教
会
館
、
一
九
二
七
年
）。

⎝101��

「
城
南
仏
教
会
館
敷
地
寄
付
」（『
教
海
一
瀾
』
七
一
〇
号
、
一
九
二
五
年
九
月
）、「
会
館
の
寄
付
」（『
教
海
一
瀾
』
七
二
三
号
、
一
九
二
六

年
一
〇
月
）、「
直
江
氏
へ
褒
章
」（『
教
海
一
瀾
』
七
二
四
号
、
一
九
三
二
年
一
一
月
）、「
福
岡
同
朋
会
館
開
館
式
」（『
真
宗
』
二
八
七
号
、
一

九
二
五
年
九
月
）、「
重
信
会
館
入
仏
式
」（『
真
宗
』
三
四
五
号
、
一
九
三
〇
年
七
月
）。

⎝102��

前
掲
「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
の
道
楽
と
し
て
の
仏
教
会
館
建
設
」。
ま
た
、
一
九
二
六
年
二
月
七
日
付
『
中
外
日
報
』
掲
載
の
「
或
る
計
画

　
某
仏

教
会
館
へ
」
で
は
、「
官
憲
に
阿
り
富
豪
に
媚
び
る
の
為
か
思
想
団
体
或
は
労
働
団
体
に
は
曖
昧
な
る
口
実
を
設
け
て
こ
れ
が
貸
与
を
拒
絶
せ

る
」
某
仏
教
会
館
の
姿
勢
を
厳
し
く
糾
弾
し
て
い
る
。

（
付
記
）
本
論
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
次
の
機
関
と
そ
の
ご
関
係
の
方
々
よ
り
、
貴
重
な
写
真
・
資
料
な
ど
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
通
川
山
蓮
窓
寺
様
（
東
京
都
台
東
区
）　
学
校
法
人
崇
徳
学
園
様

　
　
宗
教
法
人
六
角
仏
教
会
・
六
角
会
館
様

　
　
　
一
般
財
団
法
人
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
様

　
　
一
般
社
団
法
人
九
州
大
学
仏
教
青
年
会
様

　
　
　
本
願
寺
派
鹿
児
島
別
院
様

　
　
公
益
財
団
法
人
芦
屋
仏
教
会
館
様

キ
ー
ワ
ー
ド

　
日
本
仏
教
、
近
代
仏
教
史
、
仏
教
会
堂
、
仏
教
会
館
、
寺
院
開
放
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